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　春の陽気に誘われて、各地の桜も満開になりました。
御便殿ではお茶会が開催され、満開の桜の下、優雅な
ひと時を過ごしました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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◎
予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

確
立
に
向
け
て

　

平
成
22
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
の
編

成
で
は
、
引
き
続
き
『
集
中
と
選
択
』

を
テ
ー
マ
と
し
、「
中
期
財
政
計
画
」
に

沿
っ
て
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

と
計
画
的
な
予
算
編
成
に
努
め
、
主
要

施
策
に
重
点
配
分
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
政
権
交
代
に
よ
り
国
の
動
向
が
不

透
明
な
中
で
、
事
業
仕
分
け
や
子
ど
も

手
当
な
ど
に
よ
る
影
響
を
予
算
に
可
能

な
限
り
盛
り
込
む
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

昨
年
同
様
、
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー

リ
ン
グ
）
を
設
定
し
、
歳
出
の
徹
底
的

な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
景
気
・

生
活
対
策
に
も
配
慮
し
、
前
年
度
の
補

正
予
算
に
よ
る
４
億
５
千
万
円
余
り
の

「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
」
活
用
事
業
に
加
え
、
当
初
予
算

で
は
２
億
円
の
新
規
枠
を
設
定
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
総
額

は
３
３
５
億
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
、
金
額
で
５
億
２
千
万
円
の
増
、

率
に
し
て
１
・
６
％
の
増
と
な
り
、
２

年
連
続
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
設
さ
れ
た
国
の
「
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
」
の
配
分
額
や
箇
所

付
け
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
を
財
源
と
す
る
一
部
事
業
を
今
後

の
補
正
予
算
で
肉
付
け
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

中
央
図
書
館
建
設
な
ど
、
懸
案
の
諸
事

業
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
事
業
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、「
物
件
費
等
55
億
円
財
源

計
画
」
の
着
実
な
実
行
に
努
め
、
持
続

可
能
な
財
政
体
質
へ
の
転
換
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【特集】平成22年度浜田市当初予算【特集】平成22年度浜田市当初予算

一
般
会
計
予
算

総
額 

３
３
５
億
円　
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一般会計
歳入
335億円

自主
財
源依

存

財
源

地 方 交 付 税

市税
7,378（22.0%）

分担金および
負担金
466（1.4%）

使用料および
手数料
564（1.7%）

繰入金
610（1.8%）

県支出金
2,309（6.9%）

国庫支出金
3,379（10.1%）

県支出金
2,309（6.9%）

国庫支出金
3,379（10.1%） 諸収入

917（2.7%）

その他
204（0.6%）

地方譲与税等
1,228（3.7%）

市債
5,415（16.2%）

（30.3％）

11,030（32.9%）

（69.7％）

一般会計
歳出【性質別】
335億円

人件費
5,964（17.8%）

扶助費
5,365（16.0%）

公債費
5,237（15.6%）普通建設事業費

4,978（14.9%）

物件費
4,051（12.1%）

投資的経費
（14.9%）
投資的経費
（14.9%）

維持補修費
344（1.0%）

補助費等
2,875（8.6%）

積立金
800（2.4%）

貸付金
504（1.5%）

繰出金
3,382（10.1%）

義
務
的
経
費

その
他
の
経
費

（49.4％）

（35.7％）

☆
一
般
会
計
の
概
要

歳　入

歳　出

用語解説（歳入）

（単位：百万円）
用語解説（歳出）

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金および負担金：事業をするため
に、事業の受益を受ける人から、一部
を負担してもらうお金
●使用料および手数料：施設の使用料や
諸証明の発行などの手数料
●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：財産の貸付収入など
●地方譲与税等：国税の一部または全部
が市に交付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行
政サービスが提供できるよう国が交付
するお金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付
される国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付さ
れる県からの補助金など
●市債：市が資金調達のために借り入れ
るお金

●人件費：市の職員の給与や退職金
●扶助費：生活保護・子ども手当・児童手
当や高齢者・乳幼児の医療費
●公債費：市が借り入れた地方債の支払い
に要する経費
●普通建設事業費：道路・橋りょう・学校
など公共用または公用施設の建設に要す
る経費 
●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・
委託料・使用料および賃借料などの物財
調達のための経費 
●維持補修費：市が管理する公共用または
公用施設などを維持するために必要な補
修経費
●補助費等：各種団体に対する補助金・交
付金・負担金などの経費
●積立金：基金などに積み立てるための経
費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを
目的として貸し付けを行うための経費　
●繰出金：一般会計と特別会計または特別
会計相互間において支出される経費

（単位：百万円）

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

■特別会計 （単位：千円）
会　　計　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 7,129,817
直 診 勘 定 322,920

駐 車 場 事 業 68,900
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 800
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 18,618
老 人 保 健 医 療 事 業 3,034
国 民 宿 舎 事 業 80,286
公 共 下 水 道 事 業 582,364
農 業 集 落 排 水 事 業 739,875
漁 業 集 落 排 水 事 業 67,520
生 活 排 水 処 理 事 業 79,801
簡 易 水 道 事 業 1,186,275
後 期 高 齢 者 医 療 716,935

■公営企業会計 （単位：千円）
会計名 収入 支出

水 道 事 業 収益的収支 947,626 925,755
資本的収支 151,974 555,558

工業用水道事業 収益的収支 98,736 98,455
資本的収支 9,930 9,930

平成22年度予算
■　特別会計　　（12会計）
■　公営企業会計（２会計）
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平成22年度一般会計当初予算額335億円を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう

人　口　６０，５３０人
世帯数　２６，５５３世帯
（Ｈ22．３．１現在）

支出（　）は市の性質別区分 平成22年度 
当初予算

構成比 
(%)

食費（人件費） 59万6千円 17.8 
光熱水費、日用雑貨（物件費） 40万5千円 12.1 
医療費（扶助費） 53万7千円 16.0 
ローンの返済（公債費） 52万4千円 15.6 
子どもへの仕送り（繰出金） 33万8千円 10.1 
家の増築費（普通建設事業費） 49万8千円 14.9 
町内会費、サークル会費
（補助費等）

28万8千円 8.6 

定期貯金（積立金） 8万円 2.4 
アパートの修理、知人へ貸したお金
など(維持補修費、貸付金など）

8万5千円 2.5 

合　　　　計 335万円 100.0 

収入（　）は市の収入科目 平成22年度 
当初予算

構成比 
(%)

自
主
財
源

給料（市税）　 73万8千円 22.0 
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料および手数料など）

21万4千円 6.5 

預金の取り崩し（繰入金） 6万1千円 1.8 

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税など）

122万6千円 36.5 

兄弟からの援助（国県支出金） 56万9千円 17.0 
家を増築するための銀行からの
借入金（市債）

54万2千円 16.2 

合　　　　計 335万円 100.0 

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　　給料（市税）が減ってしまいます
・支出　　医療費（扶助費）が増えます

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります

◎予算額（一般会計）を１年間の家計簿風にしてみると…

総務費 民生費

衛生費 農林水産業費 商工費

教育費

その他

土木費
消防費

公債費

66,874円 131,935円

89,787円 29,395円 24,378円

61,893円

5,724円

34,822円

20,111円

88,524円

庁舎の管理、徴
税、選挙などに
使います

お年寄りや障害のある
人、生活保護、子ども
手当などに使います

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す

農業や林業、
漁業の振興に
使います

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います

小中学校、幼稚園、
公民館の運営、文
化財保護、生涯学
習などに使います

議会運営、勤労青
少年ホームの運営
などに使います

道路や河川、公
園、住宅の整備
などに使います

消火活動、救
急救命などに
使います

借金の返済に使
います

１人あたりの
歳  出  額

55万3,445円

 平成22年度末借入金
（地方債）残高見込

１人あたり
82万9,073円 

･･･ 浜田さん家の家計簿 ･･･

市民１人あたりの歳出状況
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～ソフト事業～

～ハード事業～

　今年度の歳出予算のうち、新規・拡大事業を中心に、主な事業
をお知らせします。

これらの新たな事業
が始まります！

○地域安全まちづくり事業（1,231万円）【新規】
　防災および防犯の両面から、地域安全マップ作成・
地域防災スクール事業・自主防災組織育成事業など
ソフト面の充実
○路線バス廃止対策事業（2,081万円）【新規】
　石見交通バス路線廃止に伴い、沿線住民の交通手
段を確保するため、代替交通を運行【「浜田・大谷・
三隅線」の一部（牛谷～みすみ荘）】
○リハビリテーションカレッジ島根支援事業

（4,726万円）【新規】
　入学者増加対策としてリハビリテーションカレッ
ジ島根が実施する奨学金制度に対する資金の貸付を
継続するとともに新たに入学金助成支援を実施（入
学金助成：20万円/人）
○地球温暖化対策支援事業（600万円）【新規】
　住宅用太陽光発電システムを設置する個人に対す
る市独自の助成：３万円×４kw（上限）
○テクノカフェ構想推進事業（351万円）【新規】
　佐々木正特別顧問や各分野の第一人者を招聘し、
新産業の創出と雇用拡大を図る

○ごみ処理基本計画策定事業（600万円）【新規】
　ごみ収集・ごみ処理における諸課題の解決を目指
し、現行のごみ処理基本計画の抜本的な見直しを実
施
○子ども手当支給事業（7億2,254万円）【新規】
　中学校修了までの児童を対象に、子ども一人につ
き月額13,000円を支給
○放課後児童クラブ設置事業（9,385万円）【拡充】
　平成22年度から放課後児童クラブの土曜日（月２
回）および学校行事などによる振替休日の開所をす
べての児童クラブで実施
○父子手当支給事業および児童扶養手当支給事業

（198万円）（2億286万円）【拡充】
　父子手当支給事業は４月～７月まで支給対象者を
拡大して継続実施、８月からは母子家庭と同様に父
子家庭についても児童扶養手当を支給
○がん検診事業（4,726万円）【拡充】
　平成22年度から受診費用の無料化を実施、がん対
策の推進を図るため、がん検診を実施するとともに
受診勧奨を実施

○長浜小学校改築事業（11億2,283万円）【新規】
　老朽化の著しい長浜小学校を、現地改築し、安全
安心な教育環境を整備【平成20年度～平成23年度（平
成24年度全面開校）鉄筋コンクリート造（３階建）】
○小学校・中学校耐震改修事業

（9,410万円）（4,884万円）【新規】
　耐震診断の結果、基準以下の校舎などの建築物は、
耐震補強計画を策定、また補強困難な建築物は、建
て替えを実施
○中央図書館整備事業（1,500万円）【新規】
　現浜田図書館の老朽化・狭隘化、かつ市民の生涯
学習拠点として、中央図書館としての機能を有する
図書館の建設に取り組む（平成22年度～平成25年度）
○三隅図書館整備事業（850万円）【新規】
　自治区住民の強い要望により整備が決定した図書
館の整備経費（平成21年度～平成24年度）
○飲料水安定確保事業（2,481万円）【拡充】
　水道施設の整備が困難な地域などにおいて、その
整備に要する費用の一部を補助（補助対象限度額
250万円）
○雇用促進住宅購入事業（2億2,406万円）【新規】
　雇用促進住宅の廃止に伴い、市内４か所（小福井・
内田・金城・国府）の住宅とその敷地を購入

○消防救急無線設備整備事業（346万円）【新規】
　消防救急無線で使用しているアナログ周波数の使
用期限（平成28年５月31日）の到来、および消防救
急無線の高度化への対応のため、安定した通信のデ
ジタル化実現を図る基本設計委託
○浜田文教地区基盤整備事業（2,500万円）【新規】
　浜田医療センター跡地の敷地造成にあたり、周辺
文教地区の基盤整備を図る（平成22年度：測量設計
業務委託一式）
○学習時間選択制学校関連道路整備事業

（1,250万円）【新規】
　県の工事用道路設置に併せ、隣接する都市下水路
を整備し、周辺地域の環境整備を図る
○旭温泉再整備事業（1,000万円）【新規】
　温泉掘削することで、高温度化および湧出量の安
定化を図る（地域振興基金充当）
○情報ネットワークシステム再構築事業・公民館行
政サービス提供事業（181万円）（1,106万円）【新規】

　公民館に行政ネットワークを活用して行政窓口を
設置し、住民票などの証明書を発行するなど、住民
の利便性の向上を図る

※　表示単位未満単純四捨五入を行っています
※　各事業の内容・財政指標・基金残高は、市ホームページに掲載しています
問い合わせ先　本庁財政課財政係（☎内線４７８）

平成 22 年度の主な事業平成 22 年度の主な事業
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

今春の島根県立大学入学生の皆さん ４月３日㈯

　

島
根
県
立
大
学
の
平
成
21
年
度

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院
学
位

記
授
与
式
が
、
３
月
19
日
に
挙
行

さ
れ
、
７
期
生
２
１
５
名
と
大
学

院
修
了
生
17
名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

景
気
低
迷
に
よ
る
就
職
内
定
率

の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、県
立
大
学
の
内
定
率
は
、

92
・
１
％
と
全
国
平
均
の
80
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
学
生
は

も
と
よ
り
、
大
学
関
係
者
の
努
力

の
お
陰
で
す
。
昨
年
秋
に
、
平
岡

都
さ
ん
の
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ

り
、
学
生
及
び
大
学
関
係
者
と
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
心
を
痛
め

て
い
ま
す
。
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
ん
だ
平
岡
さ
ん
が
、
果
た
せ
な

か
っ
た
夢
を
引
き
継
ぎ
、
卒
業
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
、
新
た
な
道
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
、
祈
っ
て
い
ま

す
。

　

卒
業
式
当
日
は
、
学
術
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
及
び
社
会

活
動
に
お
い
て
、
他
の
学
生
の
模

範
と
な
る
活
動
を
し
た
学
生
に
対

し
て
「
島
根
県
立
大
学
賞
」
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
や
、
語
学

講
座
で
の
指
導
、
環
境
美
化
活
動

な
ど
、
11
件
の
活
動
が
表
彰
さ
れ

た
こ
と
は
、「
地
域
に
根
ざ
し
、
地

域
と
共
に
歩
む
大
学
」
と
し
て
多

く
の
学
生
が
浜
田
市
民
と
の
交
流

を
深
め
て
こ
ら
れ
た
結
果
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
大
学
賞
」
に
は
、

小
欄
で
も
何
度
か
紹
介
し
ま
し
た
、

大
学
周
辺
の
環
境
の
美
化
の
た
め

に
尽
し
て
き
た
環
境
ク
ラ
ブ
“
し

ま
え
っ
こ
”、
弥
栄
自
治
区
の
除
雪

や
草
刈
り
な
ど
で
貢
献
し
て
い
る

“
里
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
”
な
ど
が
、

地
域
へ
の
貢
献
に
よ
り
「
大
学
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
の
卒

業
式
で
は
、
個
人
９
組
と
２
団
体

が「
大
学
賞
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
に
は
、
平
成
22
年
度

の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
２
７
４
名
の
入
学
生
を
迎
え

ま
し
た
。
夢
と
希
望
で
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
浜
田
市
に
来
ら
れ
た
皆
さ

ん
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歓

迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
浜
田
市

で
は
、「
大
学
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
主
要
施
策
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
、
大
学
・
市
民
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
安
全
で
安
心
な
浜
田
市
」
を

め
ざ
し
、
万
全
の
防
犯
対
策
を
講

じ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　韓国では、５月を「家庭の月」と言います。５
月５日はこどもの日、８日は父母の日、15日は先
生の日、第３月曜日は成年の日で、家族構成員な
どに感謝したり祝福したりする記念日が盛りだく
さんだからです。一年の中で、家族のための支出
が一番多くなる月でもありますが、ふだんは、な
かなか伝えることのできない家族への感謝の気持
ちを伝えるチャンスでもあります。
　私は、浜田に来てもう４年目になりますが、親
元を離れて生活するようになってから、改めて親
に感謝の気持ちを感じるようになりました。国に
いたときは実家暮らしでしたが、（韓国では通学・
通勤が可能な距離であれば、結婚するまで実家で
暮らすのが一般的です。）そのときは、よく母と
ケンカしたり、父に冷たくしたりと孝行娘ではな
かったのです。しかし、年に２回ほどしか顔を合
わせられなくなった今は、会えたときにもっと一
緒に時間を過ごして、今までできなかった親孝行
をしたいと思うようになったのです。
　外国で仕事を始めて、慣れない土地で一人暮ら
しをするようになってから、家族の大切さをつく
づく感じています。私が今、ここ浜田で国際交流
員として仕事をするようになれたのも、浜田の皆
さんと出会えたのも、すべて父と母が頑張って私
を育ててくれたからであるということに改めて感

謝するようになりました。
　いつも賞味期限が切れた食べ物でも「食べても
大丈夫よ！」と言っていた母に不信感を持ったと
きもありましたが、お陰さまで多少怪しい食べ物
でもどうってことない体になれたことも、一人暮
らしの今は感謝、感謝です。
　韓国の人は、日本の人に比べると感情表現が激
しいとも言われます。しかし、特に家族への感謝
の気持ちや愛情表現は恥ずかしくてできないとい
う人も多いです。日常の活力になってくれる言葉
はもっともっとたくさん言った方がいいと思いま
す。家庭の月を迎えて、私も含めて浜田の皆さん
も家族に日ごろの感謝の気持ちを伝えてみるのは
いかがでしょうか。

浜田市国際交流員　金　穂原

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

家庭の月
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市
長
へ
の
提
言
・
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

６
月
か
ら
浜
田
道
が
無
料
化
さ

れ
ま
す
。
来
年
３
月
末
ま
で
の
社

会
実
験
で
す
が
、
山
陽
方
面
か
ら

浜
田
へ
マ
イ
カ
ー
を
使
っ
て
来
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
速
バ
ス
「
い
さ
り
び

号
」へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
さ
り
び
号
は
、
石
見
交
通
・
中

国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
・
広
電
の
３
社
に
よ

る
共
同
運
行
で
す
。

　

車
内
に
ト
イ
レ
が
無
い
た
め
、

利
用
を
た
め
ら
っ
て
い
る
お
年
寄

り
や
主
婦
が
い
ま
す
。

　

車
内
ト
イ
レ
の
設
置
に
は
、
し

尿
処
理
装
置
が
必
要
で
す
。
石
見

交
通
は
、
浜
田
営
業
所
に
こ
の
装

置
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
バ

ス
は
浜
田
に
、広
電
は
広
島
に
持
っ

て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

石
見
交
通
に
対
し
て
車
内
ト
イ
レ

用
の
し
尿
処
理
装
置
の
導
入
を
働

き
か
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
匿
名
】

　

市
で
は
市
民
主
体
の
ま
ち
の
実

現
に
向
け
、
広
く
市
民
の
声
を
聴

き
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

『
市
長
直
行
便
』
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

専
用
の
は
が
き
に
市
長
へ
の
提

言
や
意
見
を
書
い
て
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

専
用
の
は
が
き
は
、
市
内
31
か

所（
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
・

各
公
民
館
ほ
か
）
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
調
整
室

（
☎
内
線
３
１
７
・
３
１
８
）

浜
田
広
島
間
の
高
速
バ
ス

へ
の
車
内
ト
イ
レ
設
置
に

つ
い
て

先
日
届
い
た
市
長
直
行
便
を
紹
介
し
ま
す
。

《
回
答
》

　

こ
の
た
び
は
貴
重
な
ご
提
案
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ご
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
関

係
す
る
バ
ス
事
業
者
へ
協
議
し
ま

し
た
が
、
利
用
者
が
多
数
と
な
る

便
で
は
補
助
席
を
使
用
し
て
運
行

し
て
い
る
た
め
、
車
内
で
の
席
の

移
動
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

や
、
会
社
の
経
営
上
の
事
情
に
よ

り
、
導
入
は
難
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

な
お
、
浜
田
道
の
寒
曳
山
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
て
ト
イ
レ
休
憩

の
た
め
停
車
し
て
い
ま
す
が
、
腹

痛
な
ど
が
あ
れ
ば
、最
寄
り
の
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
に
停
車
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課
交
通
対
策
係

（
☎
内
線
２
５
６
）

　

市
で
は
、
国
際
交
流
や
国
際
理

解
の
推
進
の
た
め
、
英
語
圏
・
中

国
・
韓
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず

つ
国
際
交
流
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
や
公
民
館
・
団
体
な
ど
の

諸
行
事
に
国
際
交
流
員
を
呼
ん
で
、

国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派
遣
内
容　
国
際
理
解
の
取
り
組

み
・
交
流
活
動
な
ど

例　
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
韓
国
の

遊
び
で
の
交
流
、
文
化
の
話
を

聞
く
こ
と
で
の
交
流
な
ど

申
込
方
法　
派
遣
日
時
・
交
通
手

段
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
担
当

と
確
認
後
、
所
定
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
内
線
３
３
６
）

カレン　サイトウさん（米国）
期間　平成23年７月26日まで

王　一鳴さん（中国）
期間　平成23年４月14日まで

金　穂原さん（韓国）
期間　平成23年４月11日まで

平
成
22
年
度 

浜
田
市
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す

平
成
22
年
度 

浜
田
市
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す

国
際
交
流
員
の
派
遣
に
つ
い
て
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

共
同
購
入
に
つ
い
て

市
災
害
時
指
定
避
難
所
の

追
加
指
定
に
つ
い
て

共
同
購
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
大
量
、
一
括
購
入
で
価
格

が
安
く
な
り
ま
す
。

・
機
種
選
び
や
購
入
の
手
間

が
省
け
ま
す
。

・
悪
質
訪
問
販
売
の
被
害
が

防
げ
ま
す
。

・
取
付
け
や
保
守
が
共
同
で

で
き
ま
す
。

・
火
災
に
強
い
地
域
作
り
が

で
き
ま
す
。

市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
斡
旋
し
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
共
同
購

入
に
取
り
組
む
自
治
会
や
町
内
会

な
ど
に
対
し
、
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
割
安

で
斡
旋
し
ま
す
。

※　

市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
斡
旋

は
、
共
同
購
入
の
手
法
の
１
つ

で
す
。
独
自
の
共
同
購
入
や
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り

扱
っ
て
い
る
事
業
者
を
妨
害
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

斡
旋
の
目
的

　

防
火
思
想
の
普
及
に
努
め
、
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
、
自
治
会

や
町
内
会
な
ど
で
の
共
同
購
入
を

支
援
す
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
町
内
会
な
ど
が
こ
の

斡
旋
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
者
や
機
種
の
選
定
お
よ
び
価

格
交
渉
と
い
っ
た
煩
わ
し
い
事
務

を
す
る
こ
と
な
く
、
安
価
に
購
入

で
き
る
の
で
、
共
同
購
入
に
取
り

組
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
購
入
先
の
選
定
に
は

価
格
だ
け
で
な
く
、
地
域
性
や
取

付
け
の
有
無
お
よ
び
そ
の
後
の
保

守
な
ど
も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

斡
旋
す
る
機
種

単
独
型
煙
式
警
報
器
（
寿
命
約
10

年
の
電
池
式
で
、煙
を
感
知
し
、

音
声
と
警
報
音
で
火
災
を
知
ら

せ
る
も
の
）

単
独
型
熱
式
警
報
器
（
寿
命
約
10

年
の
電
池
式
で
、熱
を
感
知
し
、

音
声
と
警
報
音
で
火
災
を
知
ら

せ
る
も
の
）

無
線
連
動
型
煙
式
警
報
器
（
寿
命

約
10
年
の
電
池
式
で
、
煙
を
感

知
し
、
取
付
け
た
す
べ
て
の
警

報
器
が
音
声
と
警
報
音
で
火
災

を
知
ら
せ
る
も
の
）

無
線
連
動
型
熱
式
警
報
器
（
寿
命

約
10
年
の
電
池
式
で
、
熱
を
感

知
し
、
取
付
け
た
す
べ
て
の
警

報
器
が
音
声
と
警
報
音
で
火
災

を
知
ら
せ
る
も
の
）

※　

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
で
は

煙
式
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
条
例
で

は
設
置
義
務
の
な
い
台
所
へ
も

設
置
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
場
合
に
は
誤
報
の
少
な
い
熱

式
が
適
し
て
い
ま
す
。

斡
旋
の
方
法

１　

斡
旋
を
希
望
す
る
自
治
会
や

町
内
会
な
ど
、
共
同
購
入
の
代

表
者
（
責
任
者
）
が
注
文
を
取

り
ま
と
め
の
上
、
所
定
の
申
込

書
に
よ
り
市
少
年
女
性
防
火
委

員
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

２　

市
少
年
女
性
防
火
委
員
会
事

務
局
が
申
込
書
の
写
し
を
事
業

者
に
送
付
し
、
注
文
し
ま
す
。

３　

注
文
を
受
け
た
事
業
者
は
、

共
同
購
入
の
代
表
者
に
連
絡
し
、

納
品
や
支
払
い
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
し
ま
す
。

４　

事
業
者
は
打
ち
合
わ
せ
に
従

い
、
共
同
購
入
先
に
納
品
し
ま

す
。

５　

共
同
購
入
の
代
表
者
は
、
納

品
を
確
認
し
た
後
、
打
ち
合
わ

せ
に
従
い
、
事
業
者
へ
代
金
を

支
払
い
ま
す
。

６　

共
同
購
入
の
代
表
者
お
よ
び

事
業
者
は
、
納
品
お
よ
び
代
金

の
支
払
い
を
受
け
た
時
点
で
、

市
少
年
女
性
防
火
委
員
会
事
務

局
に
そ
の
旨
を
連
絡
し
ま
す
。

責
任
に
つ
い
て

・
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
機
器

の
納
品
や
支
払
い
に
つ
い
て
一

切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

・
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
前
記

の
ほ
か
、
共
同
購
入
に
関
し
て

の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
一
切
の

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※　

斡
旋
す
る
金
額
な
ど
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
内
市
少
年

女
性
防
火
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
１
１
６
７
・
▢ＦＡＸ
�
１
２

２
８
）

　

次
の
施
設
を
市
災
害
時
指
定
避

難
所
に
追
加
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

災
害
時
に
は
町
内
や
集
落
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
最
適
な
避
難
場

所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。 

施
設
名　
野
原
二
公
民
館

所
在
地　
野
原
町

（
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災

安
全
係
）
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パ
ブ
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ト

制
度
に
つ
い
て

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

携
帯
電
話
の
契
約
時
の

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

市
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
公
募
）
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
の
基
本
的
な

計
画
な
ど
の
策
定
に
当
た
っ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
担
当
課
の
窓
口
・

浜
田
図
書
館
に
お
い
て
、
案
を
公

表
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
を
計
画
策
定
の
参
考
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
募
集
を
す
る

際
は
、
事
前
に
『
広
報
は
ま
だ
』

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
管
理
課

（
☎
内
線
３
３
８
）

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
拡
充
に

つ
い
て

　

教
育
資
金
を
必
要
と
す
る
人
に

教
育
貸
付
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
８
月
３
日
か
ら
次
の
と

お
り
貸
付
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
利

用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内
か
ら
、

３
０
０
万
円
以
内
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

返
済
期
間　
10
年
以
内
か
ら
15
年

以
内
に
延
長
し
ま
し
た
。

　
　

交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子

家
庭
の
人
は
、
11
年
以
内
か
ら

18
年
以
内
に
延
長
し
ま
し
た
。

※　

利
用
に
際
し
て
は
、
世
帯
の

年
収
上
限
な
ど
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
融
資
制
度
」
の
拡
充
に
つ
い
て

　

設
備
投
資
や
資
金
繰
り
の
円
滑

化
に
資
す
る
た
め
、
２
月
15
日
か

ら
次
の
と
お
り
拡
充
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
設
備
資
金
貸
付
利
率
特
例
制
度
】

　

設
備
資
金
の
利
率
を
２
年
間
、

０
・
５
％
低
減
し
て
い
ま
す
。

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
】

　

雇
用
の
維
持
・
拡
大
に
関
す
る

低
減
利
率
を
０
・
１
％
か
ら
０
・

２
％
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

※　

業
況
が
悪
化
し
て
い
る
場
合

の
運
転
資
金
の
低
減
利
率（
０
・

３
％
）
と
併
用
で
、
合
計
０
・

５
％
の
低
減
が
可
能
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
浜
田
支
店

国
民
生
活
事
業

（
☎
�
２
８
３
５
）

　

携
帯
電
話
に
関
係
す
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、
契
約
・
解
約
に
関
す
る
も

の
、
高
額
な
パ
ケ
ッ
ト
料
金
請
求

に
関
す
る
も
の
、
携
帯
電
話
端
末

に
関
す
る
も
の
、
架
空
請
求
や
出

会
い
系
サ
イ
ト
に
関
す
る
も
の
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
新

年
度
を
迎
え
た
春
先
は
、
携
帯
電

話
の
新
規
契
約
が
特
に
多
く
な
る

時
期
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
携
帯
電
話
に
関
す
る
契

約
を
す
る
と
き
は
、
次
の
内
容
を

参
考
に
契
約
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

携
帯
電
話
端
末
の
価
格
は
、

販
売
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
支
払
い
条
件
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

⑵　

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
契

約
す
る
場
合
に
は
、
料
金
・
解

約
条
件
・
必
要
性
を
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

⑶　

契
約
内
容
は
、
よ
く
説
明
を

受
け
、
規
約
な
ど
を
読
み
、
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

　洗濯物がよく乾く季節がやってきます。ここ
でちょっと洗濯機の使い方を見直してみましょ
う。環境にやさしいだけでなく、家計にもおト
クです。
☆少量の洗濯物を毎日洗うよりも、洗濯機の容
量に合わせて、洗濯回数を少なくした方が効
果的です。

年間で電気5.88kwhの省エネ　約130円の節約
年間で水道16.75㎥の省エネ　約3,820円の節約
合計　約3,950円の節約
原油換算1.48Ｌ　ＣＯ²削減量2.7㎏
※　定格容量（洗濯・脱水容量：６㎏）の４割を入

れて洗う場合と８割を入れて洗う場合の比較
【一口メモ】
・ポンプなどを使って、風呂の残り湯を洗濯に

再利用し、水道の量を節約しましょう。
・洗剤をたくさん入れても洗浄力が増すわけで

はありません。洗剤が不必要に多いとすすぎ
の水が余分に必要となります。

・すすぎは、注水すすぎより溜めすすぎの方が
省エネです。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ
大事典2009年２月版】

（本庁くらしと環境課）

今日からおうちで省エネ !!
【洗濯機の巻】

～二酸化炭素（ＣＯ ²）の排出を
減らして、地域温暖化を防ごう！～
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消
費
者
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座

　

消
費
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

消
費
生
活
専
門
相
談
員
な
ど
の
資

格
取
得
を
目
指
し
て
、
消
費
生
活

に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
た
め
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

弁
護
士
・
大
学
教
授
・
消
費
生

活
専
門
相
談
員
が
講
師
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

開
催
日　
５
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯
・

29
日
㈯
・
６
月
12
日
㈯
・
７
月

３
日
㈯
・
10
日
㈯
・
24
日
㈯
・

31
日
㈯
・
８
月
７
日
㈯

時
間　
午
後
１
時
～
５
時

会
場　
島
根
県
民
会
館(

松
江
市)

※　

６
月
12
日
は
、
島
根
県
職
員

会
館
（
松
江
市
）

定
員　
60
人

※　

９
回
の
講
座
に
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料　
無
料

申
込
締
切
日　
５
月
７
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
総
務
課
消
費
生
活

室
（
☎
０
８
５
２
�
５
１
０
３
・

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
５
９
１
８
）

浜田市環境基本計画を
策定しました

浜田市環境基本計画を
策定しました

　計画書全編は、市ホームページをご覧になるか、
本庁くらしと環境課または各支所市民福祉課（三
隅支所は福祉課）にお問い合わせください。

計画の目的
　市では、自然と人間が調和のとれた、自然環境
を活

い

かした潤いのあるまちづくりを実現するた
め、今年３月に「環境基本計画」を策定しました。
　計画に掲げる「施策の方向性」について、市
民・事業者・市がそれぞれ自主的な取り組みを
進めるとともに、互いに協働して地域の実情に
応じた取り組みを総合的・計画的に推進するこ
とにより、未来を担う子どもたちに、より良い

環境を残すことを目的とします。
　今日の環境に関する諸課題を解決し、この計
画に掲げる基本目標を実現するためには、私た
ち一人ひとりの実践や行動が求められており、
市民・事業者・市の積極的な取り組みと連携・
協力が不可欠であることから、この計画は、市
民・事業者・市が一体となった取り組みを進め
ていくための指針となるものです。

テーマ　地域特性と自然環境を活かした潤いのあるまち・はまだ
地域の特性を活かした

景観形成
環境保全の

人づくり・地域づくり 地球温暖化対策 循環型社会の構築

快適環境 自然環境 推進の方策 地球環境 生活環境
景観
水辺

みどり
歴史・文化

自然財産
天然記念物
野性動植物

森林・農地・漁場

市民運動
学習と教育
助成と支援

助言と地域推進
情報の提供

地球温暖化
酸性雨

オゾン層の破壊
海洋汚染

廃棄物　　　土壌汚染
大気汚染　　地盤沈下
水質汚濁　　有害化学物質
騒音・振動　光害
悪臭　　　　愛玩動物

主体別環境配慮

市民・事業者・市

自治区別環境配慮
〈自治区の実情に応じた施策〉

浜田自治区・金城自治区・旭自治区
弥栄自治区・三隅自治区

問い合わせ先　本庁くらしと環境課（☎内線２１８・２２１）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

事業者事業者 市　民市　民

浜田市浜田市
施策の実施

実践・協力
公表・意見協働

国・県
他の公共団体

環境審議会
連携・協力 諮問・答申

－主な目標数値－
汚水処理普及率……………50％

（平成30年度までに）
二酸化炭素排出量削減率…８％

（平成25年度までに）
狂犬病予防注射実施率……95％

 （平成26年度までに）
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５月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
6 木 大辻町、原井町
7 金 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
10 月 長沢町１
11 火 長沢町２～５・７・８
12 水 生湯町１～４
13 木 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、長沢ヒルズ神在
14 金 浅井町４～６
17 月 浅井町１～３、黒川町１・２
18 火 黒川町３～７
19 水 相生町１～３
20 木 相生町３・４、竹迫町
21 金 杉戸町、笠柄町
24 月 熱田町６～10
25 火 小福井団地、汐入団地
26 水 石原団地、内田町
27 木 長浜町１～８
28 金 日脚町、日脚町８、大久保団地、周布町
31 月 治和町２・３・５、津摩町、陽光台

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

生
ご
み
処
理
機
購
入
に

伴
う
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ

チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

春
先
の
、
巣
が
小
さ
い
時
期
に

発
見
し
駆
除
を
行
え
ば
、
費
用
も

安
く
す
み
ま
す
。
ハ
チ
の
巣
は
、

早
め
の
駆
除
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

天
井
裏
・
壁
の
中
・
床
下
・
戸

袋
の
中
・
垣
根
や
植
え
込
み
の

中
・
木
の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
を
み
つ
け
た
ら

大
変
危
険
で
す
の
で
近
づ
か

ず
、
ハ
チ
に
刺
激
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

そ
の
土
地
の
所
有
者
、
ま
た
は

管
理
者
が
駆
除
業
者
に
確
認
の

上
、直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

駆
除
業
者
（
五
十
音
順
）

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

（
☎
�
２
８
９
２
）

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン(

☎
�
１
７
８
９)

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営

業
所
（
☎
�
０
８
３
２
）

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

（
☎
�
１
５
９
８
）

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

（
☎
�
６
４
７
１
・
０
１
２
０

‐
２
３
６
４
７
１
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡
により土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
大
部
分
を
占

め
る
家
庭
の
台
所
ご
み
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ

対
象
外
と
な
る
も
の

・
電
気
を
使
わ
な
い
容
器
タ
イ
プ

・
生
ご
み
を
収
納
す
る
だ
け
で
、

処
理
し
な
い
も
の

対
象
お
よ
び
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

・
３
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補

助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額　
１
基
購
入
額
の
１
／
３

で
、
上
限
２
万
円

数　
１
基
の
み

申
込
締
切
日

平
成
23
年
３
月
11
日
㈮

必
要
書
類

・
領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

※　

領
収
証
の
交
付
が
困
難
な
場

合
（
購
入
代
金
の
口
座
引
き
落

と
し
な
ど
）
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
預
金
通
帳
な
ど
（
補
助
金
を
口

座
に
振
り
込
む
た
め
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の
）

・
写
真
１
枚
（
設
置
状
況
を
示
す

も
の
）

申
請
に
つ
い
て　
購
入
し
た
年
度

中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
申
請
書
【
本
庁
廃
棄

物
リ
サ
イ
ク
ル
課
お
よ
び
各
支

所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支
所
は

福
祉
課
）
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。】
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
Ｑ
＆
Ａ
》

Ｑ　

事
業
所
で
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
し
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
で
す
か
？

Ａ　

補
助
金
は
、
一
般
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
を
図
る
の
が
目
的
で

あ
る
た
め
、
事
業
所
へ
の
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

補
助
金
の
振
込
口
座
は
申
請
者

以
外
の
口
座
で
も
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

申
請
者
以
外
の
口
座
で
も
大

丈
夫
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

市
金
城
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
２
３
５
）

市
旭
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
４
３
５
）

市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

市
三
隅
支
所
福
祉
課

（
☎
�
２
８
０
６
）



広報はまだ：平成22年５月号　　　12

消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募集住宅 
（間取り）所在地 建設

年度 戸数 家賃の月額

旭ヶ丘団地 
１号棟
(２ＤＫ)

今市

平成
16年度 １戸 16,000円～ 

31,500円

旭ヶ丘団地 
２号棟
(２ＤＫ)

平成
21年度 ３戸 16,300円～ 

32,000円

募 集 住 宅
(間取り) 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

緑ヶ丘住宅
（３ＤＫ) 長沢町 平成７年度

各１戸

25,800円～
50,600円

石 原 住 宅
（３ＤＫ) 熱田町 昭和55年度 14,000円～

27,500円
城ヶ平住宅
（２Ｋ) 長浜町 昭和45年度 4,100円～

8,200円
日脚大久保住宅
（３ＤＫ） 日脚町 昭和62・63

年度 各２戸

18,800円～
37,400円

黒川改良住宅
（３ＤＫ） 黒川町 昭和52年度 13,200円～

17,400円

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

農
地
転
用
の
申
請
・
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

に
つ
い
て

　

例
年
５
月
～
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
て
気
温
が
高
く
晴
れ
た

日
に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
や
警

報
が
発
令
さ
れ
ま
す
が
、
た
だ
ち

に
健
康
に
被
害
が
生
じ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓
を

で
き
る
だ
け
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

で
は
、
子
ど
も
を
屋
内
に
戻
し

ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ

た
人
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

※　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
酸
化
物
・
炭
化

水
素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
り
、

光
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ

れ
る
オ
ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸

化
性
物
質
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

住
　
　
宅

産
業
・
地
域
活
性
化

住
宅
入
居
者
募
集

旭受
付
期
間　
５
月
７
日
㈮
～
21
日

㈮
入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・

身
体
障
害
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分	

世
帯
・
障
害
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
（
前
年
分
）
か

ら
控
除
額（
世
帯
の
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）
を
引
い
て

12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

浜
田

受
付
期
間　
５
月
17
日
㈪
～
31
日

㈪

※　

日
脚
大
久
保
住
宅
は
、
高
齢

者
な
ど
を
含
む
世
帯
向
け
住
宅

で
す
。

家
賃　
収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・

身
体
障
害
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

（
黒
川
改
良
住
宅
は
11
万
４
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ

し
高
齢
者
世
帯
・
障
害
者
を
含

む
世
帯
・
子
育
て
世
帯
（
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世

帯
）
な
ど
は
、
収
入
月
額
が

21
万
４
千
円
以
下
（
黒
川
改
良

住
宅
は
13
万
９
千
円
以
下
）
で

あ
る
世
帯

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

日
脚
大
久
保
住
宅
は
、
高
齢

者
（
60
歳
以
上
）・
障
害
者
な

ど
を
含
む
世
帯
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

農
地
転
用
の
申
請
に
つ
い
て

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
農
業
用
施
設
（
農
道
・
た

め
池
な
ど
）・
農
業
経
営
施
設
（
農

業
用
倉
庫
・
農
機
具
収
納
施
設
な

ど
）
へ
の
転
用
、
公
共
工
事
な
ど

に
よ
る
廃
土
で
田
を
埋
め
立
て
る

場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
な
ど
の
相
談
や
受
け
付
け

は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
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療
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金
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育
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文
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ポ
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生
活
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環
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権
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務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

所
有
地
で
あ
っ
て
も
必
ず
許
可
を

受
け
て
か
ら
、
農
地
転
用
・
用
途

変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
、
農
地
転

用
な
ど
が
完
了
し
た
人
も
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
に

つ
い
て

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
事

前
に
本
庁
農
林
課
ま
た
は
各
支
所

産
業
課
に
お
い
て
、
指
定
の
有
無

を
確
認
の
上
、
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
す
る
手
続
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
農
用
地
除
外
申
出
の
受
け

付
け
は
、
年
２
回
（
５
月
末
と
11

月
末
締
切
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

転
用
関
係　
市
農
業
委
員
会

（
☎
本
庁
４
２
４
・
４
２
５
）

農
用
地
除
外
申
出
書

本
庁
農
林
課(

☎
内
線
４
２
２)

市
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

市
旭
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
４
３
６
）

市
弥
栄
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
１
１
２
）

市
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

必ず受けてください はかりの定期検査必ず受けてください はかりの定期検査
　業務用（営業用）に使用している計量器の定期
検査を下表の日程で行いますので、必ず検査を受
けて合格シールを貼ってください。
　検査を受けないで商行為・証明行為を行うと、
50万円以下の罰金となりますので必ず検査を受け
てください。
対象　食品製造業や水産加工製造業・医院・薬局・

学校・幼稚園・保育園などで使用している「は

かり」「体重計」
持参するもの　印鑑・手数料（計量器の種類によっ

て１台につき250円～3,100円、一部については
手数料が２倍となります。）

※　検査対象外の計量器もありますので、不明な
点などはお問い合わせください。
問い合わせ先　県商工政策課計量グループ

（☎０８５２�６６２７）

日時 場所 対象区域

浜
田
６
月

14日
㈪ 13:30～16:00 国府公民館 下府町・国分町

15日
㈫

10:00～10:30 下有福町研修
センター前 下有福町・大金町

11:00～11:30 宇野簡易郵便局 宇野町

13:00～13:30 JAいわみ中央
上府事業所 上府町

14:00～16:00 県歯科医師会
西部会館 久代町

16日
㈬

10:00～12:00
13:00～15:00 石見公民館

長沢町・生湯町・
相生町・河内町・
高佐町・黒川町・
浅井町・桜ケ丘
町内・野原町・
十文字原町内・
長見町・後野町・
三階町

15:30～16:00 佐野小学校 佐野町・宇津井町

17日
㈭

10:00～12:00 市役所本庁地階
外ノ浦町・松原
町・殿町・朝日町・
牛市町・琵琶町・
竹迫町・杉戸町

13:30～16:00 長浜公民館 熱田町・長浜町

18日
㈮ 10:00～12:00 浜田魚商

協同組合
浜田魚商協同組
合・おさかなセ
ンター内業者

29日
㈫

13:00～13:30 大麻公民館 西村町・折居町

14:00～15:00 周布公民館
周布町・日脚町・
治和町・津摩町・
吉地町・穂出町

15:30～16:00 美川公民館

鍋石町・櫟田原
町・田橋町・横
山町・内田町・
内村町・中場町
内・羽原町内

30日
㈬

10:00～12:00
13:00～16:00 浜田合同庁舎

瀬戸ケ島町・港
町・片庭町・高田
町・大辻町・元浜
町・清水町・原町・
真光町・瀬戸見
町・栄町・京町・
天満町・蛭子町

日時 場所 対象区域

浜
田
７
月

１日
㈭

10:00～12:00
13:00～16:00 市役所本庁地階

田町・紺屋町・
新町・錦町・笠
柄町・原井町お
よび市内全域

２日
㈮ 10:00～12:00 市役所本庁地階

田町・紺屋町・
新町・錦町・笠
柄町・原井町お
よび市内全域

27日
㈫ 10:00～12:00

浜田工業技術
指導所裏計量
検査場(下府町)

500㎏以上の大型 
はかり(特定業者)

金
城
６
月

１日
㈫

13:30～15:00 波佐公民館 長田・波佐
15:30～16:00 小国公民館 小国

２日
㈬

10:00～10:30 美又公民館 入野・追原
11:00～11:30 久佐公民館 久佐
13:00～14:00 今福公民館 今福・宇津井
14:30～16:00 みどりかいかん 上来原・下来原・七条

旭６月

３日
㈭

10:00～11:00 重富生活改善センター 和田・重富・本郷
11:30～12:00 木田生活改善センター 木田・山ノ内

13:30～14:30 都川高齢者活動
促進センター 都川

15:00～16:00 市木生活改善センター 市木・来尾
４日
㈮ 10:00～12:00 旭支所 坂本・今市・丸原

三
隅
６
月

８日
㈫

10:00～10:30 黒沢公民館 下古和・上古和・
井川・黒沢・矢原

11:00～12:00 井野児童館 井野・室谷・芦谷

13:30～15:30 三保公民館 古市場・湊浦・西河
内・折居・東平原

９日
㈬

10:00～11:30 岡見公民館 岡見
13:00～15:30 三隅公民館 三隅・向野田・河内

弥
栄
６
月

10日
㈭

 9:30～10:30 弥栄会館
稲代・大坪・小
坂・門田・高内・
栃木・長安本郷・
程原・三里

11:00～12:00 老人福祉センター 木都賀・田野原・野坂

※　指定場所で検査を受け忘た人や都合により対象区
域で検査を受けられない人は、最寄の検査場所また
は市役所本庁地階での検査日に必ず受けてください。



広報はまだ：平成22年５月号　　　14

消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
内
の
中
小
企
業
者
・
新
規
創

業
者
な
ど
に
対
し
、
事
業
化
を
目

的
と
し
た
新
製
品
・
新
技
術
の
開

発
、
特
許
権
な
ど
の
取
得
、
協
業

化
の
促
進
、
販
路
開
拓
な
ど
企
業

の
積
極
的
な
事
業
活
動
（
イ
ノ
ベ

イ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
支

援
す
る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　
市
内
に
主
た
る
事
業
所（
住

所
）
を
有
す
る
企
業
・
団
体
ま

た
は
個
人

補
助
対
象
期
間　
４
月
１
日
㈭
～

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
（
市

浜
田
市
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

支
援
事
業
の
募
集

大
学
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

萩
・
石
見
空
港
発
着
の

割
引
運
賃
が
変
わ
り
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
10
日
㈪
～
６
月

11
日
㈮

※　

た
だ
し
、
受
付
期
間
内
で
予

算
が
超
過
し
た
場
合
は
、
申
請

額
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

予
算
総
額　
５
千
万
円

※　

事
業
区
分
な
ど
詳
し
く
は
、

『
広
報
は
ま
だ
』
４
月
１
日
号

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
内
線
４
１
６
・
４
１
８
）

まちを花で飾ろう！
～募金について～

《宇津市長が市職員へ呼びかけ！》
　市では昨年に引き続き、市職員に呼び
かけ「第２回まちを花で飾ろう！」事業
に取り組みます。市職員からの募金によ
り花の種を購入し、市民に親しまれる場
所に播種する予定です。
　市民の皆さんからの募金も受け付けま
すので、ご協力をお願いします。日時や
場所などは、『広報はまだ』６月号に掲
載します。
募金取扱・問い合わせ先

本庁産業政策課　（☎内線４１３）
市金城支所産業課（☎�１２３３）
市旭支所産業課　（☎�１４３６）
市弥栄支所産業課（☎�２１１２）
市三隅支所産業課（☎�２８０３）

平成21年度宝くじ
コミュニティ助成事業

　大尾谷神楽社中では、宝くじの普及広
報を目的として、その受託事業収入を財
源に実施している㈶自治総合センターの
平成21年度コミュニティ助成事業（宝く
じ助成事業）により、石見神楽「天神」
の衣装を新たに製作・購入しました。
　今後、この衣装を活用し、地域の伝統
芸能である石見神楽の保存と継承に努
め、地域コミュニティ活動の活性化に大
きく寄与されることが期待されます。

（本庁地域政策課）

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う

次
の
事
業
に
対
し
て
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
お
よ
び
宗

教
団
体
が
行
う
事
業
、
ま
た
は
営

利
を
目
的
と
す
る
事
業
は
除
き
ま

す
。

対
象
事
業

⑴　

県
立
大
学
の
教
員
ま
た
は
学

生
と
共
同
で
行
う
交
流
・
文
化

事
業

⑵　

県
立
大
学
が
交
流
す
る
大
学

ま
た
は
そ
の
所
在
す
る
地
域
と

の
交
流
に
係
る
事
業

補
助
金
額　
事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除

く
。）
の
３
／
４
以
内
の
額
で
、

１
事
業
当
た
り
５
万
円
（
千
円

未
満
切
捨
て
）
を
限
度
と
し
ま

す
。

申
請
方
法　
事
前
に
相
談
の
上
、

事
業
の
実
施
14
日
前
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

※　

４
月
１
日
～
５
月
14
日
の
事

業
実
施
分
に
つ
い
て
は
、
別
途

対
応
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
内
線
３
４
２
）

　

４
月
１
日
搭
乗
分
か
ら
割
引
運

賃
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
な
割
引
運
賃
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

「
特
割
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
従
来
の
「
特
割
１
」

の
設
定
が
な
く
な
り
、
特
割
の
運

賃
体
系
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
便

ご
と
の
「
搭
乗
時
点
で
の
空
席
状

況
」
の
予
測
に
よ
っ
て
、
運
賃
レ

ベ
ル
が
３
段
階
に
分
か
れ
、
空
席

予
測
数
が
多
い
ほ
ど
、
お
得
な
運

賃
と
な
り
ま
し
た
。

※　

新
た
な
「
特
割
」
は
３
日
前

ま
で
の
予
約
・
購
入
が
必
要
と
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¤
¤
¤
¤
¤
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¤
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¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

保
育
料
減
免
制
度
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請・

相
談
窓
口
に
つ
い
て

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

新
た
に
「
ス
ー
パ
ー
旅
割
」
が
設

定
さ
れ
ま
し
た

　

従
来
の
「
旅
割
」
に
加
え
て
、

さ
ら
に
お
得
な「
ス
ー
パ
ー
旅
割
」

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
搭
乗
日
の

45
日
前
ま
で
の
予
約
・
購
入
が
必

要
で
す
。

４
月
～
６
月
搭
乗
分
の
運
賃

東
京
路
線　
１
０
、７
０
０
円

大
阪
路
線　
　

８
、７
０
０
円

乗
継
運
賃
が
充
実
さ
れ
ま
し
た

　

従
来
の
特
定
便
乗
継
割
引
に
加

え
て
、
さ
ら
に
お
得
な
「
乗
継
旅

割
」「
乗
継
特
割
」
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。札
幌
・
仙
台
・
富
山
な
ど
、萩
・

石
見
空
港
か
ら
乗
継
便
を
利
用
し

て
様
々
な
空
港
に
、
お
得
な
運
賃

で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

４月～５月搭乗分の運賃
東京路線 大阪路線

特割タイプＡ 26,800円～ 21,300円～
特割タイプＢ 26,100円～ 20,600円～
特割タイプＣ 25,400円～ 19,900円～

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

税
務
・
納
税

子
育
て

期
間　
５
月
10
日
㈪
～
31
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

※　

各
支
所
自
治
振
興
課
で
も
相

談
を
受
け
ま
す
。

※　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
写

真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）・
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
係
・

第
二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２

３
４
・
２
３
６
）

　

市
で
は
、
心
身
な
ど
に
障
害
を

有
す
る
人
の
た
め
の
軽
自
動
車
な

ど
に
つ
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

申
請
期
間
に
併
せ
て
市
役
所
本
庁

１
階
ロ
ビ
ー
で
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
窓
口
開
設

　

５
月
６
日
㈭
～
24
日
㈪

減
免
申
請
期
間

５
月
24
日
㈪
ま
で

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
（
前

年
度
に
該
当
し
た
人
に
は
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。）

・
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

・
運
転
免
許
証
（
障
害
者
本
人
が

運
転
し
な
い
場
合
は
、
運
転
す

る
人
の
免
許
証
）

・
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
軽
自

動
車
の
自
動
車
検
査
証
【
車
検

有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま

す
（
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

は
不
要
）。】

・
印
鑑

※　

減
免
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係
（
☎
内
線

２
１
７
・
２
２
９
・
２
３
０
）

お
よ
び
各
支
所
自
治
振
興
課

　

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
育
料
を

減
額
ま
た
は
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１　

公
的
扶
助
を
受
け
た
と
き

２　

天
災
、
そ
の
ほ
か
の
災
害
を

受
け
た
と
き

３　

入
所
児
童
が
、
傷
病
な
ど
の

た
め
入
院
・
通
院
ま
た
は
自
宅

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
保
育

所
を
連
続
し
て
30
日
（
始
期
日

は
保
育
所
開
所
日
と
し
、
閉
所

日
も
日
数
に
含
む
）
以
上
休
ん

だ
と
き
。
た
だ
し
、
減
免
対
象

期
間
は
始
期
日
か
ら
２
か
月
後

の
同
一
日
の
前
日
ま
で
。

４　

そ
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
が

認
め
ら
れ
る
と
き

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
１
７
３
・
１
９
１
）

市税・国民健康保険料（税）・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します
　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者
医療保険料の納付・納付相談について、平
日夜間窓口を開設します。仕事などで日中
の納付・納付相談が困難な人や納め忘れて
いた人は、ぜひ利用してください。
期間　５月10日㈪～14日㈮・27日㈭・28日

㈮・31日㈪
午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎内線２１３・
２１５）
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助成する事業
事業名

体力づくり支援事業 糖尿病予防事業
禁煙・分煙支援事業 循環器対策事業
食生活支援事業 がん対策事業
心の健康づくり事業 そのほか健康づく

りの推進に関する
事業として市長が
適当と認める事業

アルコール対策支援
事業
歯の健康づくり事業

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
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♧
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父
子
手
当
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
す

健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体
の
活
動
を
助
成
し
ま
す

０
歳
か
ら
参
加
で
き
る

「
す
く
す
く
」
運
動
会

　

４
月
か
ら
父
子
手
当
の
対
象
者

を
、
前
年
の
所
得
が
児
童
扶
養
手

当
法
に
お
け
る
所
得
制
限
限
度
額

未
満
の
人
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
内
線
１
６
２
）

　

０
歳
か
ら
参
加
で
き
る
運
動
会

で
す
。
ポ
ニ
ョ
体
操
・
か
け
っ
こ
・

玉
入
れ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
家
族

で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
就
学
前
児
童
と
そ
の
家
族

日
時　
５
月
29
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
「
す

ま
い
る
」

※　

タ
オ
ル
・
お
茶
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

健
康
・
福
祉

　

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
自
主

的
な
活
動
を
行
う
団
体
が
実
施
す

る
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
所
在
す
る
、
お
お

む
ね
５
人
以
上
か
ら
な
る
団
体

（
政
治
団
体
や
宗
教
団
体
は
除

き
ま
す
。）

募
集
締
切
日　
５
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
内
線
１
６
９
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

健 康 コラムコラム 年に１回健康チェック !!年に１回健康チェック !!
　私たちの健康を脅かす脳卒中や心臓病・糖尿
病などの生活習慣病。これらの生活習慣病を予
防し、いきいきと健康的に過ごすためにも、ま
ずは自分の健康状態を知ることが大切です。年
に１回は、健診（検診）を受けて健康チェック
をしましょう。
特定健康診査
　自覚症状が少ないまま進行する生活習慣病。
特定健康診査を受け、生活習慣病になる前の段
階で異常を発見し、生活改善などを行い、健康
づくりをしましょう。

各種がん検診

《主な検査項目》
　問診・身体計測・診察・血圧測定・尿検
査・脂質検査・肝機能検査・血糖検査
※　上記以外に医師の判断により貧血検査・

心電図検査・眼底検査が実施される場合
があります。

《浜田市で実施しているがん検診》
胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・
前立腺がん検診・子宮頸がん検診・乳がん
検診

※　この特定健康診査は、加入している医療保
険の保険者の責任において実施されることに
なっています（例えば、浜田市国民健康保険
加入者の皆さんの特定健康診査は、浜田市が
実施します）。

※　受診するには、各保険者が発行する特定健
康診査受診券が必要です。

　現在、市のがん検診を受診する人は少なく、特
に、若い年代の人の受診が少ないのが特徴です。

今年度から各種がん検診は
無料で受診できます!!

　がんは不治の病ではありません。がんに
なっても検診を受けて早期に発見できれ
ば、治る確率はぐんと上がります。年に１
回各種のがん検診を受けましょう。

　浜田市では、４月から各種がん検診を実施し
ています。また、６月から特定健康診査を実施
します。実施日程・会場など詳しくは、４月に
全戸配布した『平成22年度各種健（検）診日程
表』で確認の上、受診してください。

（市金城支所市民福祉課）

※　次回６月号は、『食育』についてのコラム
を掲載します。



17　　　広報はまだ：平成22年５月号

消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

人
工
内
耳
用
体
外
装
置

買
い
替
え
の
給
付
に
つ
い
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・

い
き
い
き
バ
ス
乗
車
券
の
交
付

民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
人

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
障

害
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

に
よ
り
、
人
工
内
耳
用
体
外
装
置

の
買
い
替
え
給
付
を
４
月
１
日
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
用
具
の
給

付
を
希
望
す
る
人
は
、
購
入
前
に

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象
者

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅

生
活
を
し
て
い
る
人
（
入
院
患

者
・
他
市
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
は
例
外
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

⑵　

現
在
使
用
し
て
い
る
体
外
装

置
が
装
用
後
５
年
を
経
過
し
て

い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
人

工
内
耳
装
用
を
証
明
す
る
書
類

（
人
工
内
耳
装
用
者
カ
ー
ド
な
ど
）

基
準
上
限
額　
30
万
円

給
付
額　
体
外
装
置
購
入
に
要
す

る
費
用
（
購
入
費
用
が
基
準
上

限
額
を
超
え
る
と
き
は
基
準
上

限
額
）
の
９
／
10

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
（
☎
内
線
１
５
６)

　

平
成
22
年
度
「
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
」・「
い
き
い
き
バ
ス
乗
車

券
」
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・
２

級
、
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者
※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
利
用
者
は

除
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係(

☎
内
線
１
５
６)

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

行
政
な
ど
の
関
係
す
る
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
上
の
心
配
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、担
当
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
内
線
２
１
２
・
２
１
６
）

保
険
・
医
療
・
年
金

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
は
ま
だ
圏
域

介
護
保
険
料
の

納
付
方
法
に
つ
い
て

　

今
年
３
月
ま
で
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
で
介
護

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
の
う

ち
、
昨
年
12
月
１
日
現
在
で
年
金

受
給
権
が
発
生
し
た
人
に
つ
い
て

は
、
６
月
か
ら
納
付
方
法
が
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
を
担

保
に
借
入
れ
を
し
て
い
る
人
や
現

況
届
の
出
し
忘
れ
・
出
し
遅
れ
が

あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
特
別
徴

収
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
体
操
『
元
気
ア
ッ

プ
！
ま
め
な
く
ん
体
操
』
の

普
及
に
つ
な
が
る
地
域
活
動

を
支
援
し
ま
す

　

地
域
み
ん
な
で
取
り
組
め
る
介

護
予
防
体
操
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
高
齢
者
の
心
身
機
能
の

向
上
を
図
り
、
社
会
参
加
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
、
介
護
予
防
体
操

『
元
気
ア
ッ
プ
！
ま
め
な
く
ん
体

操
』
の
普
及
に
つ
な
が
る
地
域
活

動
を
実
践
す
る
団
体
の
提
案
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
者　
高
齢
者
を
中
心
に
活
動

（
圏
域
内
に
住
所
を
有
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
２
／
３
以

上
）
し
て
い
る
団
体
、
も
し
く

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
支
援

す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
活

動
す
る
団
体
（
介
護
事
業
者
・

営
利
事
業
者
・
政
治
団
体
・
宗

教
団
体
を
除
く
。）

対
象
事
業　
介
護
予
防
体
操
『
元

気
ア
ッ
プ
！
ま
め
な
く
ん
体

操
』
の
普
及
に
つ
な
が
る
活
動

内
容
で
、
普
及
効
果
が
期
待
で

き
る
事
業

事
業
実
施
期
間　
６
月
１
日
㈫
～

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

補
助
の
限
度
額　
20
万
円
以
内

募
集
期
間　
５
月
６
日
㈭
～
31
日

㈪
応
募
方
法　
所
定
の
申
請
書【（
介

護
保
険
課
・
浜
田
市
高
齢
者
障

害
者
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所
市

民
福
祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉

課
）
に
あ
り
ま
す
。】
に
事
業

計
画
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
項
目　
波
及
効
果
（
参
加
人

員
・
継
続
性
）・
補
助
比
率
（
申

請
金
額
・
自
己
負
担
額
）・
応

募
状
況
（
申
請
件
数
と
補
助
金

受
給
歴
）

※　

応
募
者
の
状
況
に
よ
り
普
及

効
果
が
薄
い
と
判
定
し
た
事
業
、

過
去
に
補
助
金
受
給
歴
が
あ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
前
回
と
同

額
の
補
助
金
額
に
な
ら
な
か
っ

た
り
、
連
続
し
て
申
請
を
採
用

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

毎
年
５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

５
月
12
日
～
18
日
は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
を
地
域
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
「
活

動
強
化
週
間
」
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
各
種
制
度
の
紹
介
や
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
伴
い
、
５
月
８
日
㈯

か
ら
本
の
貸
出
し
の
際
に
は
「
利

用
者
カ
ー
ド
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
初
回
の
利
用
の
際
に
、
本
人

確
認
が
で
き
る
書
面
を
持
参
の
上
、

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
カ
ー
ド
を
作
る
に
は
…

・
各
図
書
館
（
室
）
で
即
時
発
行

し
ま
す
の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
備

え
付
け
の
図
書
館
利
用
者
カ
ー

ド
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
面
（
免

許
証
・
健
康
保
険
証
・
住
基
カ
ー

ド
・
学
生
証
な
ど
）
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で

す
。

・
中
学
生
以
下
の
人
で
本
人
確
認

書
面
が
提
示
で
き
な
い
場
合
は
、

申
込
書
に
保
護
者
の
確
認
署
名

を
し
て
く
だ
さ
い
。

本
を
借
り
る
と
き
は
…

・
借
り
た
い
本
と
利
用
者
カ
ー
ド

あて先　〒697-8501　殿町１番地
　浜田市役所医療保険課「人間ドック」係
　【はがき記入例】

（表）〒697-8501

浜田市殿町1番地

浜田市役所
医療保険課
「人間ドック」係

（裏）

①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年

月日
⑤連絡先電話番号

注意事項
◎はがきは、受診希望者１人につき１枚です。

１枚に２人以上の氏名を記入しないでくださ
い。

◎同一人が複数のはがきで応募した場合は、１
枚のみ有効となります。

◎はがきに記載された人以外が受診することは
できません。
申込（応募）締切日　５月14日㈮必着
結果のお知らせ
　応募者多数の場合は抽選を行います（先着順
ではありません）。
　抽選の結果は、５月下旬に全員へ通知します。
問い合わせ先
　本庁医療保険課国保係（☎内線１３５・１５８）
　市金城支所市民福祉課保健衛生係（☎�１２３５）
　市旭支所市民福祉課保健衛生係（☎�１４３５）
　市弥栄支所市民福祉課市民係（☎�２６５６）
　市三隅支所市民課国保年金係（☎�２８０７）

　浜田市国民健康保険では、健康の保持増進と
病気の早期発見を目的として「一日外来人間
ドック」を実施します。
　この機会に健康状態をチェックしましょう。

検査項目
　一般検査（問診・身体測定・診察）、視
力検査、聴力検査、尿検査、呼吸機能検査、
血圧測定、心電図、血清脂質検査、胸部レ
ントゲン、血液一般検査、肝機能検査、腎
機能検査、膵機能検査、血糖検査、消化器
検査（胃カメラまたはバリウム）、大腸が
ん検査（便潜血検査）、Ｂ・Ｃ型肝炎ウイ
ルス検査、梅毒反応、腹部超音波検査、保
健指導、総合評価
※　受診する医療機関によって変わること

があります。

受診医療機関　市内の指定医療機関
募集定員　320人（内訳、浜田自治区260人・金

城自治区20人・旭自治区５人・弥栄自治区５
人・三隅自治区30人）

条件　次のすべてに該当する必要があります。
　①浜田市国民健康保険の被保険者であること
　②保険料の未納がないこと
　③平成22年度に脳ドックの助成を受けないこと
自己負担額　3,500円
申込（応募）方法
　官製はがきに受診希望者の①住所・②氏名・
③性別・④生年月日・⑤連絡先電話番号を必ず
記入して郵送してください。
※　電話などでの申し込みは受け付けできませ

ん。

図
書
館
（
室
）
の
利
用
方

法
が
変
わ
り
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

受けてみませんか！国民健康保険「一日外来人間ドック」受けてみませんか！国民健康保険「一日外来人間ドック」
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る

全
国
大
会
お
よ
び
国
際
大
会
出
場

（
個
人
・
団
体
）
に
対
す
る
激
励

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
ま
た
は
県
単
位
以
上
の
地
域

の
代
表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人

・
国
際
大
会
に
あ
っ
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
人

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
内
線
４
５
８
）

を
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

・
利
用
者
カ
ー
ド
が
な
い
と
本
の

貸
出
し
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
者
カ
ー
ド
は
、
各
図
書
館

（
室
）
お
よ
び
移
動
図
書
館
（
ラ

ブ
ッ
ク
号
）で
利
用
で
き
ま
す
。

※　

読
み
聞
か
せ
は
、
市
内
で
社

会
教
育
活
動
と
し
て
読
み
聞
か

せ
を
行
う
こ
と
を
対
象
と
し
ま

す
。
個
人
貸
出
用
と
は
別
に
、

利
用
者
カ
ー
ド
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
（
浜
田
・
金
城
・
旭
図
書

館
の
み
）。

※　

団
体
は
、
市
内
の
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
所
な
ど
が
対
象
で

す
（
浜
田
・
旭
図
書
館
の
み
）。

※　

個
人
貸
出
し
に
お
け
る
図
書

の
貸
出
点
数
は
、
移
動
図
書
館

（
ラ
ブ
ッ
ク
号
）
の
図
書
も
含

め
た
点
数
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
図
書
館（
☎
�
０
４
８
０
）

　

金
城
図
書
館（
☎
�
１
８
２
３
）

　

旭
図
書
館　
（
☎
�
１
４
４
０
）

　

弥
栄
図
書
室（
☎
�
２
２
５
８
）

　

三
隅
図
書
室（
☎
�
０
３
３
８
）

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

日
時　
５
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
４
６
４
・
４
６
５
）

で
、
10
万
円
単
位
で
助
成
し
ま

す
。）

申
込
方
法　
助
成
申
請
書
（
本
庁

文
化
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
教

育
委
員
会
分
室
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈯
～
31
日

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ

ン
ド
事
務
局
【
〒
６
９
０-

８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
・

FAX
０
８
５
２
�
６
４
１
２
）】

　

浜
田
城
資
料
館
建
設
期
成
同
盟

会
で
は
、
資
料
館
建
設
の
啓
発
事

業
と
し
て
、
殿
町
に
保
存
さ
れ
て

い
る
御
便
殿
の
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
期
成
同
盟
会
の

総
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

演
題　
山
陰
行
啓
と
浜
田
の
御
便

殿
～
御
便
殿
の
歴
史
的
意
義
～

講
師　
和
田
嘉
宥
さ
ん
（
島
根
県

対
象
事
業　
８
月
～
平
成
23
年
３

月
に
実
施
・
終
了
す
る
事
業
で

地
域
文
化
の
振
興
・
芸
術
文
化

の
振
興
・
国
際
文
化
の
交
流
を

目
的
と
し
た
民
間
団
体
に
よ
る

自
主
的
か
つ
創
造
的
事
業

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

（
原
則
10
万
円
以
上
の
事
業
費

貸出点数および期間
利用区分 対象資料 貸出点数 貸出期間

個人

図書 あわせて 

５冊まで
２週間

雑誌

視聴覚資料 １点まで

読み聞かせ 図書 10冊まで

団体 図書 40冊まで １か月

激
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

歴
史
的
建
造
物･
御ご

便べ
ん

殿で
ん

の
歴
史
的
意
義
と
活
用
の

講
演
会

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化

フ
ァ
ン
ド
追
加
分
助
成

事
業
を
募
集
し
ま
す
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　石正美術館新館の開館記念式典が４月２日㈮、同館で開催さ
れ、宇津徹男市長をはじめ関係者150人が出席しました。
　式典では、宇津市長が「新館オープンにより、石見の地から
美の芸術、感動を発信できる」とあいさつ。その後、石本正画
伯や平坂常弘館長らがテープカットを行って完成を祝い、出席
者は新館に展示された作品を鑑賞しました。
　今回開館した新館は、本館の西側に位置し、鉄骨２階建てで
１階が展示室、２階が収蔵庫となっており、今後は主に石本画
伯にゆかりのある作家の作品が展示される予定です。

　３月22日（振）、ふるさと体験村で「中山間地域に人々が集う
脱温暖化の郷づくり事業」の１年間の活動報告が「つながる弥
栄」と題し、弥栄町内から70人の参加の中行われました。
　活動報告では、まず島根県中山間地研究センターの藤山課長
から弥栄の現状および可能性について研究報告が行われ、続い
てやさか郷づくり事務所の研究員が、「地元学」などを通じて
知った弥栄の底力について発表を行いました。意見交換会では、
参加者全員が「つながる」をテーマに、今そしてこれからの弥
栄について語りました。

　第15回卒業記念弥栄フットサル交歓会が３月28日㈰、フット
サルやさか競技場で石見地方の10チームが参加して開催されま
した。この大会はスポーツを通じて少年少女の健全育成と、参
加者同士の親睦を深め、卒業生の思い出作りの場として開催さ
れています。
　地元弥栄ＦＣジュニアチームをはじめ、各チームの選手は、
保護者や地元の皆さんの声援を受け、元気にプレーをしていま
した。

　春の陽気に誘われて各地の桜が満開になり、市内の各所で桜
まつりやイベントが行われました。
　４月３日㈯・４日㈰には、「大平桜まつり」が開催され、約
5,000人が会場を訪れました。今年は、冬場の野鳥による木の
上部の芽を食べられる被害もなく３年ぶりに見事な花を咲かせ
ました。当日は天候もよく、お茶席や石見神楽の上演・地元の
皆さんによる出店などもあり、多くの花見客を楽しませました。
花見客は、大平桜の勇壮なたたずまいを目にして、600年以上
も息づいている樹木の生命力に圧倒されていました。

新館開館を記念して、テープカットを行いました

地元学の発表に拍手する参加者

白熱した試合でのハツラツプレー

見事に咲き誇った大平桜

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

石正美術館新館がオープン

つながる弥栄  いっしょにここで暮らそう

フットサルを通じて交流

春らんまん

みすみ

やさか

やさか
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　３月20日㈯、浜田市役所駐車場で「おいしい弥栄市」が開催
されました。このイベントは、「やさか郷づくり事務所」が活
動の中で知った弥栄の「技」や「物」を市内の多くの人に知っ
てもらうために行われました。
　当日は弥栄の「角寿司」や「お餅」「シフォンケーキ」など
が飛ぶように売れていました。そして体験コーナーでは椎茸の
駒打ちなど、日頃できない体験に子どもたちが真剣に取り組ん
でいました。この取り組みは、旬の弥栄の力を知ってもらうた
めに、今後も定期的に開催されるそうです。

　３月14日㈰、市民体育館で「あさひわんぱく交流会」が開催
され、旭自治区の小中学生39人が参加しました。この交流会は、
昨年４月からスポーツなどをとおして交流してきた子ども活動
のまとめとして開催。当日は、６年生を中心に活動内容を話し
合い、ドッジボールや自分たちで決めた遊びなどをみんなで協
力しながら行いました。
　お昼には、保護者や地域の有志の皆さんと一緒に準備した、
焼きそばなどを食べておなかいっぱいに。子どもたちは、たく
さん食べて、遊んでとても満足そうでした。

　３月13日㈯、子育て支援センター「すくすく」で親子レクリ
エーション「お父さんと遊ぼう」を実施しました。お父さんと
子どもなど親子20人が楽しい交流のひと時を過ごしました。日
頃、子どもと遊ぶ時間が少ないお父さんも親子のふれあいを楽
しんでいました。
　また、３月16日㈫には、「幼児食講座」を実施し、参加した
親子40人が、ひな祭りの料理を作り、親子でおいしく食べまし
た。お母さんたちは、お互いに交流しながら楽しく調理し、子
どもたちも料理のお手伝いをしていました。

　３月21日㈰、ふれあいジム・かなぎで「第５回神楽の里かな
ぎ共演大会」が開催され、市内外から約800人が会場に訪れま
した。
　この大会は、近隣の神楽団体との交流と、神楽後継者の育成
を図ることを目的に毎年開催されています。
　当日は、市内８団体をはじめ、江津市と広島県安芸高田市か
らそれぞれ１団体を招いて開催され、神楽が上演されると、熱
の入った舞に会場から大きな拍手が沸き起こりました。

しいたけの駒打ち体験

ゼリーを盛り付ける子どもたち

幼児食講座　ひな祭りの料理を作りました

熱の入った舞が披露されたステージ

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

弥栄を味わう

あさひわんぱく交流会

「お父さんと遊ぼう！」と
「幼児食講座」～子育て支援センター～

交流を深めて伝統芸能を継承
～第５回神楽の里かなぎ共演大会～

やさか

あさひ

はまだ

かなぎ
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　「第17回三隅公民館まつり」が３月14日㈰、三隅公民館で開
催され、約500人が来場しました。これは、趣味のサークル活
動や日頃の生涯学習活動の成果を披露する場として２年に１度
行われています。
　今年は、石州和紙伝承教室の子どもたちによる創作紙芝居や
三隅保育所園児によるダンスなど21組が参加。趣向を凝らした
様々な出し物に来場者からは盛大な拍手が送られました。また、
生涯学習の各教室受講者の作品展や食生活改善推進協議会三隅
支部の皆さんによる出店もあり、楽しい１日となりました。

　元ニュースキャスターの若林正人さんを招いた「あさひ文化
講演会」が３月７日㈰、旭センターで開催されました。
　東京大学出身で銀行勤務からニュースキャスターへ転身され
話題を呼んだ若林さんは、豊富な経済知識や外国生活での体験
を交えながら「国際化の時代とはいえ、日本風土や日本人にあっ
た文化や伝統など守るべきものは守ってほしい。ほかをうらや
むのではなく自分の幸せをかみしめてほしい」と話されました。
ユーモアのある話ぶりに、会場は終始笑いが絶えず、約60人の
参加者は楽しく充実した時間を過ごしました。

　３月11日㈭、今福公民館で、今福小学校の全児童52人と公民
館や地域の皆さんで、「卒業祝いのもちつき」を開催しました。
　児童たちは、地域の皆さんの指導を受けながら、自分たちで
育てて収穫したもち米を使い、もちつきを体験しました。
　会食では、つきたてのもちをぜんざいにしていただき、児童
たちは「やわらかくておいしい」と喜んでいました。
　また、交流会では、地域の人たちとふるさとクイズで親睦を
深めながら、卒業生11人の門出をみんなで祝いました。

　３月14日㈰、若生まなびや館で「ひーなさんとてんこもち」
が行われ、地元住民など15人が参加しました。
　当日は、昔なつかしい「土びな人形」を各家庭から持ち寄り、
また、もち米に米粉やもち米粉、よもぎを混
ぜた「てんこもち」と呼ばれるもちをみんな
で作りました。
　その後、てんこもちや鯨

くじら

めし、地元で採れ
た野菜を使った料理などをみんなで会食し、
ふるさとの味を堪能しました。

聖喤寮の皆さんによる「ダンス」

若林さんの話はユーモアたっぷり

声をかけながら、もちつきをする児童たち

地元の人たちと「てんこもち」作りを行う様子

ま ち の わ だ い ♥Town Topics

歌って、踊って、楽しんで

心豊かに生きる！
～あさひ文化講演会～

みすみ

あさひ

かなぎ

かなぎふるさとの味を堪能
～ひーなさんとてんこもち～

地域とともに卒業生を祝う
～今福小「卒業祝いのもちつき」～
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臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

書
架
整
理
の
た
め
、
５
月
７
日
㈮

ま
で
休
館
し
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

民
話
か
み
し
ば
い
傑
作
選　
た
べ

ら
れ
た
や
ま
ん
ば　
松
谷
み
よ
子

床
下
の
小
人
た
ち

　
　
　
　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
お
き
な
き
が
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
さ
と
る

も
り
の
か
く
れ
ん
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
吉
暁
子

く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん

　
　
　
　
　

ド
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン

か
た
あ
し
だ
ち
ょ
う
の
エ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
の
き
が
く

あ
り
と
す
い
か　
た
む
ら
し
げ
る

き
つ
ね
の
で
ん
わ
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
和
代

お
お
は
く
ち
ょ
う
の
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

手
島
圭
三
郎

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

に
こ
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
の
て

　
　
　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し

べ
べ
べ
ん
べ
ん
と
う

　
　
　
　
　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ

て
の
ひ
ら　
　
　
　
　

滝
村
有
子

ほ
ん
や
の
い
ぬ
く
ん

　
　
　
　

ル
イ
ー
ズ
・
イ
ェ
ー
ツ

ぼ
く
が
ま
も
っ
て
あ
げ
る
ね

　
　

マ
ー
サ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

は
じ
め
ま
し
て
人
間
た
ち

　
　
　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

へ
ん
て
こ
り
ん
で
ス
テ
キ
な
あ
い

つ　
　
　
　
　
　
　
　

那
須
正
幹

天
草
の
霧　
　
　
　
　
　

斉
藤
洋

デ
イ
ジ
ー
の
お
お
さ
わ
ぎ
動
物
園

　
　
　
　
　
　
　

ケ
ス
・
グ
レ
イ

ゆ
か
い
な
農
場

　
　
　
　
　

マ
ル
セ
ル
・
エ
ー
メ

■
大
人
向
け
の
本
■

そ
こ
ま
で
す
る
か
！
モ
ン
ス
タ
ー

ク
レ
ー
マ
ー　
　
　
　

関
根
眞
一

人
は
愛
す
る
に
足
り
、
真
心
は
信

ず
る
に
足
る　
　
　
　
　

中
村
哲

年
金
以
前
の
「
定
年
後
の
お
金
」

の
常
識　
　
　
　
　
　

深
田
晶
恵

強
火
を
や
め
る
と
、
誰
で
も
料
理

が
う
ま
く
な
る
！　
　

水
島
弘
史

ビ
ジ
ネ
ス
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
　
　
　

シ
ェ
ル
・
イ
ス
ラ
エ
ル

虚
国　
　
　
　
　
　
　

香
納
諒
一

身
を
つ
く
し　
　
　
　

田
牧
大
和

血
戦　
　
　
　
　
　
　
　

楡
周
平

最
後
の
卒
業
生　
　
　

本
田
有
明

星
が
吸
う
水　
　
　

村
田
沙
耶
香

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

５
月
７
日
㈮
は
、
お
休
み
し

ま
す
。

春
の
文
学
散
歩

参
加
者
募
集

　

読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
、「
大

森
銀
山
銀
の
道
を
訪
ね
て
」

と
題
し
、
広
島
県
尾
道
を
探

訪
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　
５
月
26
日
㈬

　

午
前
６
時
30
分
出
発

場
所　
広
島
県
（
上
下
町
～

尾
道
）

定
員　
先
着
28
人

料
金　

８
、５
０
０
円
（
昼

食
代
込
み
）

申
込
締
切
日　
５
月
17
日
㈪

※　

た
だ
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　
５
月
８
日
㈯
以

降
に
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
図
書
館

ダ
ン
ゴ
ム
シ
み
つ
け
た
よ

　
　
　
　
　
　
　

皆
越
よ
う
せ
い

ち
か
ら
た
ろ
う

　
　
　
　
　
　

い
ま
え
よ
し
と
も

ど
ん
ぐ
り
た
ろ
う
の
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見
正
夫

■
大
人
向
け
の
本
■

家
計
簿
の
中
の
昭
和　
澤
地
久
枝

逝
か
な
い
身
体
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
的
日
常

を
生
き
る　
　
　
　

川
口
有
美
子

★
絵
本
の
お
た
の
し
み
会

日
時　
５
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
保
育
室

と
け
い
の
ほ
ん
１

　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
い
の
り
こ

■
大
人
向
け
の
本
■

ロ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
上
下

　
　
　
　
　
　

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

し
ず
か
の
朝　
　
　
　

小
澤
征
良

新
・
御
宿
か
わ
せ
み　
華
族
夫
人

の
忘
れ
も
の　
　
　
　

平
岩
弓
枝

ほ
か
な
ら
ぬ
人
へ　
　

白
石
一
文

城
は
踊
る　
　
　
　

岩
井
三
四
二

教
室
の
亡
霊　
　
　
　

内
田
康
夫

廃
墟
に
乞
う　
　
　
　

佐
々
木
譲

あ
な
た
の
医
学
書　
女
と
男
の
更

年
期
―
名
医
の
言
葉
で
病
気
を
治

す　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
嵩
夫

は
じ
め
て
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７

新
機
能
ガ
イ
ド　
　
　
　

村
松
茂

体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
―

５
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
の
ま
ん
ぷ
く
定

食　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ニ
タ

日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
２

蛇
蔵
・
海
野
凪
子

日
本
の
自
然
災
害　
１
９
９
５
～

２
０
０
９
年　
　
　
　

力
武
常
次

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
○休館日　日曜日および祝日
　　　　　５月１日㈯～７日㈮

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○５月の休館日　１日㈯～７日㈮・31日㈪

旭 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

浜
田
図
書
館

図

書

館

情

報
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚
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✚

✚ 　

石
正
美
術
館
で
は
、
特
別
展
「
石

本
正　

今
、
伝
え
た
い
思
い
」
を
好

評
開
催
中
で
す
。
本
館
に
は
今
夏
、

卒
寿
を
迎
え
る
石
本
の
未
発
表
作
品

が
画
家
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
と
も

に
並
び
、
新
館
に
は
『
キ
リ
ス
ト
の

復
活
』（
写
真
）
を
は
じ
め
、
石
本

が
「
心
の
眼
」
で
選
ん
だ
日
本
画
家

の
珠
玉
の
作
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
、

昨
年
秋
に
完
成
し
た
塔
天
井
画
を
特

別
公
開
し
ま
す
（
要
予
約
）。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
27
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

７
０
０
円
（
団
体
６
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
団
体
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
団
体
１
６
０
円
）

　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
・
前
売
り
券

５
０
０
円

「キリストの復活（模写）」

　特別展「石本正　今、伝えたい思い」の
開催を記念して、「館長・学芸員が語る石
本正の世界」を開催しています。いずれも
午後２時～３時で、予約は不要です。参加
を希望する人は、当日直接会場にお越しく
ださい。

第２回　５月３日㈷
「石本正　今、伝えたい思い」（神 英雄）
第３回　５月22日㈯
「石本正の表現世界」（丸山 智）
第４回　５月29日㈯
「門部王と石本正の世界」（神 英雄）

《ギャラリー展示》

三坂仁（まさし）切り絵展
　　５月１日㈯～ 14日㈮
石本正　裸婦デッサンの変遷展
　　５月15日㈯～ 28日㈮
「郷土の手技」弥栄の西陣織
　　５月29日㈯～６月11日㈮

《イベント情報》

塔天井画特別公開（要予約）
　　５月１日㈯・２日㈰　午前９時～午後４時
あなたの似顔絵を描きます
　　５月１日㈯　午後１時～４時
　　　　２日㈰　午前10時～午後４時
光る泥団子を作ろう
　　５月４日㈷　午後１時～４時
折り紙で携帯電話を作ろう
　　５月５日㈷　午後１時～４時
刺し子をみんなで楽しもう
　　５月８日㈯　午後１時～４時
第31回石本正絵画教室
　　５月15日㈯・16日㈰　終日

◎館長・学芸員が語る
石本正の世界

◎館長・学芸員が語る
石本正の世界

◎館長・学芸員が語る
石本正の世界似顔絵を描きます

泥団子を作ろう

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

特
別
展
「
石
本
正　
今
、
伝

え
た
い
思
い
」
好
評
開
催
中
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現
在
こ
ど
も
美
術
館
で
開
催
中
の

展
覧
会
『
遊
べ
る
彫
刻
展
〜
み
る
・

ふ
れ
る
・
感
じ
る
立
体
作
品
大
集

合
！
』
で
は
、
様
々
な
立
体
作
品
を

楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
天
野
裕
夫
さ
ん
の

《
バ
ク
の
夢
都
市
》
と
い
う
作
品
で

す
。
バ
ク
の
体
は
あ
る
野
菜
の
形
か

ら
型
取
り
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
ど
ん
な
野
菜
か
分
か
る
で

し
ょ
う
か
？
（
答
え
は
美
術
館
で
確

か
め
て
く
だ
さ
い
！
）
こ
の
よ
う

に
、
作
品
に
秘
め
ら
れ
た
面
白
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
ク
イ
ズ
に
し
て
紹

介
し
た
り
、
実
際
に
触
っ
て
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
作
品
も
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
出
身
の

内
藤
伸
さ
ん
の
ほ
か
、
県
西
部
で
活

躍
し
て
い
る
作
家
た
ち
の
作
品
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
立
体
芸
術
の
魅
力
を
堪
能

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
来
館

し
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
30
日
㈰
ま
で

観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
（
３
０
０

円
）、
高
校
生
・
大
学
生
２
０
０

円
（
１
０
０
円
）、
小
学
生
・
中

学
生
１
０
０
円
（
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
お
絵
か
き
マ
イ
バ
ッ
グ
》

　

好
き
な
絵
を
描
い
て
、白
い
布
バ
ッ

グ
に
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
し
た
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
の
で
き
あ
が
り
。

◎
５
月
１
日
㈯
～
５
日
㈷

●
参
加
費　
ひ
と
り
３
０
０
円

●
時
間　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

　

洗
濯
の
り
に
魔
法
の
液
体
を
混
ぜ

て
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
青
空
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
》

　

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
作
っ
て
、
青
空

に
飛
ば
そ
う
。

◎
５
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
》

　

バ
ナ
ナ
に
チ
ョ
コ
を
か
け
て
、チ
ョ

コ
ペ
ン
な
ど
で
飾
り
つ
け
を
す
る
よ
。

で
き
た
ら
お
い
し
く
食
べ
よ
う
。

◎
５
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
２
０
０
円

《
粘
土
で
彫
刻
》

　

紙
粘
土
で
動
物
や
車
、
植
物
な
ど

作
品
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。
最
後
に

色
を
塗
っ
た
ら
完
成
。

◎
５
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
２
０
０
円

●
時
間　
午
後
１
時
～
４
時

※　

参
加
受
付
は
、
午
後
３
時
30
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

一
般
講
座
受
講
生
募
集

　

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

《
た
の
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

日
程　
５
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮
・
27

日
㈭
・
28
日
㈮
・
６
月
17
日
㈭
・

７
月
８
日
㈭

時
間　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

定
員　
先
着
15
人

受
講
料　
４
、０
０
０
円

講
師　
岡
田
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》（
全
６
回
）

　

丸
イ
ス
を
作
り
ま
す
。

日
程　
５
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭
・
21

日
㈮
・
26
日
㈬
・
27
日
㈭
・
28
日

㈮
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

定
員　
先
着
15
人

受
講
料　
５
、０
０
０
円

講
師　
三
浦
陸
雄
さ
ん

※　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　

10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日

振
替
休
日　

６
日
㈭

内藤伸《兎》（藤長操コレクション）

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp/

vol.161

有

料

広

告

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
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推
薦
入
学
や
一
般
選
抜
に
先
が
け

て
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
入

試
（
Ａ
Ｏ
入
試
）
を
実
施
し
ま
す
。

Ａ
Ｏ
入
試
と
は
、
受
験
生
に
本
学
の

理
念
・
教
育
目
標
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
特
色
・
求
め
る
学
生
像
を
十
分
に

理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
能
力
・

適
性
、
学
習
意
欲
、
目
的
意
識
を
総

合
的
に
判
定
す
る
選
抜
を
行
う
た

め
、
相
談
お
よ
び
面
接
な
ど
に
十
分

な
時
間
を
か
け
る
入
試
制
度
で
す
。

一
次
面
談
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

願
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

　
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

本
学
の
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
地
域
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報

交
換
・
知
識
交
流
を
通
じ
て
研
究
に

励
み
、
互
い
の
知
的
刺
激
を
及
ぼ
し

合
う
“
市
民
研
究
員
制
度
”
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
研
究
員
に
登
録
す
る
に
あ

た
っ
て
、
特
に
必
要
な
資
格
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
興

味
が
あ
り
」・「
学
問
を
通
じ
て
地
域

の
事
柄
を
見
つ
め
直
し
た
い
」・「
セ

ン
タ
ー
や
大
学
院
生
の
研
究
の
一
端

に
触
れ
て
み
た
い
」
な
ど
の
意
欲
が

あ
れ
ば
、
大
歓
迎
で
す
。

　

市
民
研
究
員
の
仲
間
や
大
学
院
生
・

セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
活
動
報
告
・
講

演
会
や
「
市
民
研
究
員
＝
大
学
院
生

の
共
同
研
究
」
な
ど
、
大
学
な
ら
で

は
の
様
々
な
企
画
・
交
流
が
皆
さ
ん

の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。
大
学
と
い
う
国
際

性
豊
か
な
場
所
で
、
北
東
ア
ジ
ア
と

地
域
を
結
ぶ
接
点
に
立
つ
こ
と
を
セ

ン
タ
ー
一
同
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

交
流
研
究
課
（
☎
�
２
２
０
１
）

『石見に生きる～石見の元気人が話す』
①５月22日㈯　午後１時50分～３時20分
　過疎と戦うネット古書店のいま
②６月２日㈬　午後６時20分～７時50分
　若者が地域の問題を解決する！
③６月９日㈬　午後６時20分～７時50分
　次世代へ手渡すバトン－、としての農業
『外国人教員による比較文化論』
⑦６月５日㈯　午後１時50分～３時20分
　ロシアの人達の生活とその信仰
『本と図書館のＷａｋｕ²ツアー』
⑪５月29日㈯　午後１時50分～３時20分
　図書館タイムトラベル－5,000年の図書館文化を知
る－
『島根で暮らす、環境共生という生き方』
⑯５月14日㈮　午後６時20分～７時50分
　「島根で暮らす、環境共生という生き方」への招待
⑰５月28日㈮　午後６時20分～７時50分
　日本の農村、これからどうなる？？どうする？！
　－日本とアジアの村々を歩き続けて
⑱６月12日㈯　午後１時～３時30分
　弥畝山から考える、弥栄のこれまでとこれから
場所　島根県立大学講義・研究棟中講義室３
　※　⑪島根県立大学メディアセンター多目的演習室
　※　⑱ふるさと体験村、弥畝山（弥栄町）
受講料　無料
申込方法　はがき・ＦＡＸ・メールで申し込んでくだ
さい（大学ホームページからも申し込めます）。
申込み・問い合わせ先
　交流研究課（☎�２２０１・FAX�２２０８）

　総合政策学部２１５人、大学院修了生17人が
本学を巣立ちました。
　市民の皆さんには、大学生活をご支援いただ
き本当にありがとうございました。

　７期生の就職内定率は92.1％、上場企業内定
率は26.6％となりました。
　なお、県内には51人、うち石見地域に13人が
就職しました。

（平成22年３月末日時点）

　総合政策学部には、全国各地から集まった
２４９人に編入学生・交換留学生を加えた２６０
人が入学し、大学院北東アジア開発研究科には、
留学生11人を含む14人が新たに本学の仲間に加
わりました。

vol. 79
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u.shimane.ac.jp

平
成
23
年
度
入
学
生
の
学

生
募
集
（
Ａ
Ｏ
入
試
）
を

開
始
し
ま
す

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
市
民

研
究
員
を
募
集
し
ま
す

公開講座のご案内 平成21年度卒業生

７期生の就職状況

平成22年度入学生



27　　　広報はまだ：平成22年５月号

まちかど伝言板

　

親
子
で
一
緒
に
３
Ｂ
体
操
・
音
楽

遊
び
・
季
節
の
行
事
な
ど
を
楽
し
ん

だ
り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
し
て
、

充
実
し
た
子
育
て
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。
仲
間
を
作
り
、
み
ん
な
で
子
育

て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
気
楽
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
主
に
毎
週
月
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
周
布
公
民
館

料　
前
期
（
４
月
～
９
月
）

　

季
節
の
行
事
・
料
理
教
室
な
ど
を

と
お
し
て
親
子
で
の
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
？
友
だ
ち
を
作
り
た
い
人
、
新

し
い
こ
と
を
始
め
た
い
人
…
、
み
ん

な
で
楽
し
む
育
児
サ
ー
ク
ル
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

対
象　
就
学
前
ま
で
の
親
子
（
お
母

さ
ん
の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
）

日
程

　

５
月
11
日
㈫　

開
講
式
・
顔
合
わ
せ

　
　
　

25
日
㈫　

柏
餅
づ
く
り

　

６
月
８
日
㈫　

親
子
ピ
ラ
テ
ィ
ス

　
　
　

29
日
㈫　

七
夕
会

　

７
月
13
日
㈫　

え
ん
が
わ
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ち
の
縁
側
）

　
　
　

27
日
㈫　

う
ち
わ
作
り

場　
浜
田
公
民
館

料　
前
期
（
５
月
～
９
月
）

　

１
、０
０
０
円

申
・
問　
浜
田
公
民
館　

森
口
さ
ん

（
☎
�
９
３
５
８
）

日　
５
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
生
湯
海
岸
先
端

清
掃
場
所　
生
湯
海
岸
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

未
就
園
児
親
子
が
共
に
集
い
、
園

児
と
の
交
流
会
や
園
行
事
に
参
加
し
、

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
お
し
ゃ
べ

り
の
中
で
子
育
て
の
情
報
交
換
な
ど

を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
子
育

て
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
27
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
公

園
第
一
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
石
見
幼
稚
園

（
☎
�
０
４
９
３
）

　

１
、０
０
０
円

※　

１
日
体
験
は
、
１
０
０
円

問　
周
布
公
民
館
（
☎
�
０
０
５
８
）

会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
の

活
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
市
内

在
住
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会

日　
毎
月
20
日
（
20
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
会
員
の
仕
事
内
容

　

高
齢
者
に
適
し
た
次
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

除
草
・
草
刈
り
、屋
内
・
屋
外
清
掃
、

植
木
の
剪
定
、
自
動
車
運
転
、
家
事

手
伝
い
、
ふ
す
ま
・
障
子
張
り
、
毛

筆
筆
耕
、
あ
て
名
書
き
、
家
屋
の
修

繕
な
ど

○　

人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

早
く
処
理
し
た
い
仕
事
が
で
き
た

と
き
。

○　

家
庭
内
の
仕
事
で
手
伝
っ
て
も

ら
え
る
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き
。

　

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
㈳
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
４
６
８
０
）

まちかど伝言板

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募　

集

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
会
員（
前
期
）

浜
田
母
親
ク
ラ
ブ
参
加
者

石
見
幼
稚
園
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

会
員

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

有

料

広

告
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夏
休
み
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体

験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外

活
動
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
お
互

い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年

生
派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

派
遣
期
間　
７
月
23
日
㈮
～
８
月
15

日
㈰
（
８
～
18
日
間
）

料　
19
万
円
～
52
万
円
（
別
途
、
共

通
経
費
が
必
要
で
す
。）

申
込
締
切
日　
６
月
４
日
㈮
ま
た
は

14
日
㈪

※　

対
象
・
期
間
・
料
金
・
申
込
締

切
日
は
、
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３-

６
４
５
９-

４
６

３
３
）

http://w
w
w
.kskk.or.jp

　

８
月
８
日
㈰
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル

で
、浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
事
業
・

浜
田
市
出
身
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
下
垣

真
希
平
和
の
リ
サ
イ
タ
ル
２
０
１
０

「
命
の
賛
歌
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ

の
ス
テ
ー
ジ
で
、「
歌
声
の
あ
ふ
れ

る
明
る
い
町
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
と

一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時　
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
～
９
時
（
10
回
程
度
の

合
同
練
習
を
予
定
）

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
日　
６
月
30
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
下
垣
真
希
平
和
の
リ
サ
イ

タ
ル
２
０
１
０
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
０
７
３
・
携
帯
０
９
０-

４
８
９
４-

１
５
８
０
）

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
記
者
と

な
り
、
８
月
９
日
㈪
の
長
崎
平
和
記

念
式
典
な
ど
被
爆
地
の
様
子
や
被
爆

者
へ
取
材
す
る
こ
と
に
よ
り
、
核
兵

器
廃
絶
と
平
和
へ
の
願
い
の
継
承
を

図
り
ま
す
。

日
程　
８
月
８
日
㈰
～
11
日
㈬

定　
全
国
で
18
人
（
９
組
）

参
加
費
補
助　
長
崎
市
ま
で
の
交
通

費
・
宿
泊
代
・
取
材
補
助
経
費
を

主
催
者
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル

に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
小
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
・
保
護
者
名
お
よ
び
性
別
・

平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

記
入
・
押
印
（
メ
ー
ル
の
場
合
は

不
要
）
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
、
発
表
は
当
選
者
に
の
み
、

は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈪
（
当
日

消
印
有
効
）

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nucfreejapan.com

/

申
・
問　
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務

局
【
〒
８
５
２-

８
１
１
７　

長

崎
市
平
野
町
７
番
８
号
（
☎
０
９

５-

８
４
４-

９
９
２
３
）】

　

絵
本
か
ら
古
典
ま
で
分
野
を
問
わ

ず
朗
読
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
学
生
・
一
般

日　
毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
図
書
館

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
山
藤
さ
ん

（
☎
�
０
３
３
１
）

浜
田
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
訓
練
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
取
得
に

必
要
な
講
義
・
演
習
・
実
習
を
行
い
、

訪
問
介
護
の
業
務
に
必
要
な
基
礎
的

な
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
就
職
活

動
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
離
転
職
者
お
よ
び
母
子
家
庭

の
母

入
校
検
定
日　
６
月
９
日
㈬

　

午
前
９
時
～

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
10
日
㈭

に
も
行
い
ま
す
。

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎

定　
20
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
約
１
万
円
）

訓
練
期
間　
６
月
23
日
㈬
～
10
月
22

日
㈮

訓
練
場
所

講
義　
浜
田
高
等
技
術
校

実
習　
各
実
習
先

募
集
締
切
日　
６
月
２
日
㈬

申
込
方
法　
願
書
（
浜
田
高
等
技
術

校
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り

ま
す
。）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
高
等
技
術
校

（
☎
�
０
４
５
７
）

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

参
加
者

浜
田
市
出
身
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

下
垣
真
希
さ
ん
と
共
に

歌
っ
て
も
ら
え
る
人

長
崎
へ
平
和
の
取
材

「
親
子
記
者
」

朗
読
の
会
『
波
』
会
員

浜
田
高
等
技
術
校
入
校
生

資
格
・
試
験
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演
題　
細
胞
診
に
つ
い
て

講
師　
石
田
克
成
さ
ん（
血
液
主
任
）

日　
５
月
19
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

石
見
銀
山
に
関
す
る
研
究
や
、
郷

土
の
教
育
振
興
・
伝
統
文
化
の
向
上

と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
浜
田
市
名
誉

市
民 

山
根
俊
久
先
生
の
顕
彰
碑
除

幕
式
を
行
い
ま
す
。

日　
５
月
９
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
日
脚
児
童
館
横

問　
顕
彰
碑
建
立
委
員
会　

志
波
健

二
さ
ん
（
☎
�
２
２
５
５
）

　

世
界
的
に
も
珍
し
い
岩
“
黄
長
石

霞
石
玄
武
岩
”
は
、
昭
和
41
年
に
島

根
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

由
緒
あ
る
も
の
で
す
。

　

黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
研
究
会
で
は
、

５
月
10
日
の
地
質
の
日
に
併
せ
て
、

こ
の
貴
重
な
岩
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
散
策
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
５
月
15
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

山
を
歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
っ
て

は
雨
具
な
ど
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０-

５
２
６
５-

０
７
６
６
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、
広

島
県
立
み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
奥
田
元
宋
・
小
田
女
美
術

館
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

日　
５
月
15
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

集
合
場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
６
、０
０
０
円
程
度

申
込
期
間　
５
月
６
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

申
込
方
法　
来
館
ま
た
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
４
５
３
）

　

新
緑
の
中
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
探

訪
家
・
能
海
寛
が
、
ふ
る
さ
と
を
詠

ん
だ
歌
碑
10
基
を
巡
る
７
㎞
コ
ー
ス

で
す
。
歩
き
な
が
ら
自
然
と
歴
史
・

文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

能
海
寛
の
探
検
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日　
５
月
３
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

出
発　
午
前
９
時

場　
と
き
わ
会
館
（
波
佐
公
民
館
）

料　
３
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

※　

完
歩
賞
の
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
地
点

で
豚
汁
が
待
っ
て
い
ま
す
。

問　
歌
碑
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

実
行
委
員
会
（
☎
�
０
１
４
６
）

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間　
５
月
11
日
㈫
～
６
月
４

日
㈮

第
１
次
試
験
日　
６
月
27
日
㈰

県
警
察
官
（
大
学
卒
）

受
付
期
間　
５
月
７
日
㈮
～
６
月
11

日
㈮

第
１
次
試
験
日　
７
月
11
日
㈰

※　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
必
ず

受
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
受
験
案
内
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/jinjiiinkai/

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
）

　

弥
栄
の
春
の
恒
例
行
事
『
ふ
る
さ

と
体
験
村
春
ま
つ
り
』を
行
い
ま
す
。

石
見
神
楽
・
田
ば
や
し
な
ど
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
上
演
の
ほ
か
、
地
元
集
落

に
よ
る
出
店
、
毎
年
好
評
の
「
ど
ぶ

ろ
く
」
限
定
販
売
な
ど
、
に
ぎ
や
か

に
行
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
体
験
村
へ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
４
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
る
さ
と
体
験
村
（
弥
栄
町
三

里
）

※　

ど
ぶ
ろ
く
は
、
数
量
限
定
販
売

と
な
り
ま
す
。

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
㈶
ふ
る
さ
と
弥
栄
振
興
公
社

（
☎
�
２
６
１
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
16
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座

名
誉
市
民
山
根
俊
久
先
生
の

顕
彰
碑
除
幕
式

珍
し
い
岩

黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
散
策
会

広
島
県
三
次
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

め
ぐ
り

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

第
１
弾

第
４
回
新
緑
探
訪
・

歌
碑
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク

島
根
県
職
員

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

教
室
・
講
座

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
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五
月
の
風
と
日
ざ
し
を
浴
び
な
が

ら
、
古
き
を
訪
ね
新
し
い
町
の
発
見

と
、
校
庭
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー

ム
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　
５
月
16
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

場　
松
原
小
学
校
校
庭

参
加
資
格　
参
加
制
限
な
し
（
小
学

校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

料　
１
人
５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
を
含
む
。）

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
の
人
数
制

限
な
し
（
個
人
参
加
可
）

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈪
（
当
日

も
受
け
付
け
ま
す
。）

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
間
☎
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
９
２
・
夜

間
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�
３
４
８

４
）

　

結
成
10
周
年
を
記
念
し
て
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
７
日
㈪

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

料　
無
料

問　
三
声
孝
夫
さ
ん

（
☎
�
１
２
１
１
）

　

感
動
し
て
も
ら
え
る
歌
を
！
と
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
聴
い

て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
16
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　

１
、０
０
０
円
（
高
校
生
以
下 

無
料
）

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

江
津
市
松
川
町
市
村
の
中
世
を
訪

ね
、山
城
の
松
山
城
跡
へ
登
り
ま
す
。

安
芸
の
守
護
武
田
氏
と
戦
っ
た
南
朝

河
上
氏
や
福
屋
氏
の
歴
史
。
広
島
街

道
と
江
の
川
の
渡
し
場
な
ど
、
心
安

ら
ぐ
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
す
。

日　
５
月
23
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
ま
で
散
策

場　
江
津
市
松
川
町
ほ
か

集
合
場
所　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
前

（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

弁
当
を
持
参
し
、
山
歩
き
で
き

る
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
５
月
23
日
㈰　

午
前
８
時
～

場　
浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

料　
ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、１
０
０
円

　
　

メ
ン
バ
ー　
　

９
、１
０
０
円

　
　
（
参
加
費
・
食
事
代
を
含
む
）

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

築
地
き
よ
子
さ
ん

（
☎
�
０
８
５
７
・
▢ＦＡＸ
�
２
１
１
８
）

　

ハ
チ
ベ
エ
・
モ
ー
ち
ゃ
ん
・
ハ
カ

セ
の
３
人
組
の
無
人
島
で
の
漂
流
生

活
が
物
語
の
舞
台
で
す
。
お
互
い
の

個
性
を
認
め
合
い
、
と
き
に
ケ
ン
カ

を
し
た
り
、
ズ
ッ
コ
ケ
な
が
ら
も
仲

良
く
元
気
に
生
き
て
い
く
姿
に
、
子

ど
も
た
ち
も
き
っ
と
憧
れ
と
共
感
を

覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
物

語
の
後
半
で
は
平
和
や
自
然
の
こ
と

な
ど
現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
も

触
れ
ま
す
。

日　
５
月
30
日
㈰

開
場　
午
後
５
時

開
演　
午
後
５
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般
３
、２
０
０
円
（
会
員
を

除
く
。）

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

山
野
草
・
シ
ダ
類
・
斑
入
物
寄
せ

植
・
コ
ケ
玉
な
ど
２
０
０
鉢
余
り
を

展
示
し
ま
す
。
苗
の
頒
布
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

日　
５
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
23
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
公
民
館

問　
三
隅
植
物
愛
好
会　

三
浦
博
文

さ
ん
（
☎
�
１
９
０
６
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
の

石
垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の

人
丸
石
碑
、
お
堂
を
訪
ね
る
散
策
会

を
行
い
ま
す
。

日　
５
月
23
日
㈰
（
小
雨
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ
と
案

内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

第
24
回
浜
田
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会

第
７
回
全
国
一
斉｢

遊
び
の
日｣

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ア
カ
ペ
ラ
ー
ズ
結
成
10
周
年

記
念
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
―
い
き
い
き
と
歌
っ
て

　
　
　
老
い
を
突
跳
ね
る
―

石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団

〝
響
〟
第
３
回
演
奏
会

第
１
０
１
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

第
３
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

第
１
０
６
回
鑑
賞
例
会

人
形
劇
団
ひ
と
み
座｢

あ
や

う
し
ズ
ッ
コ
ケ
探
検
隊｣

公
演

野
の
花
、
山
の
草

花
や
す
ら
い
展

第
36
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク
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第
57
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
・
第
22
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
に
３
年
連
続
金
賞
を
受
賞

し
た
実
力
の
あ
る
演
奏
・
マ
ー
チ
ン

グ
の
ス
テ
ー
ジ
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日　
６
月
20
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分
～

開
演　
午
後
１
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

　

一
般　
　
　
　
　

  

２
、０
０
０
円

　

学
生
（
小
・
中
・
高
・
大
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　

 　

 

１
、５
０
０
円

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内
㈶
浜

田
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

５
月
12
日
㈬
か
ら
、宇
野
町
に「
う

の
ピ
ア
ノ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
本
院
「
や

す
ぎ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」）
が
開
院
し
ま

す
。

　

こ
の
診
療
所
は
、
閉
校
し
た
宇
野

小
学
校
舎
の
活
用
と
無
医
地
区
の
解

消
の
た
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

支
援
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

診
療
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

診
療
日　
毎
週
水
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

診
療
科
目　
内
科
・
循
環
器
内
科
・

消
化
器
内
科
・
小
児
科

担
当
医　
石
根
直
子
先
生

場　
旧
宇
野
小
学
校

問　
や
す
ぎ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
�
１
９
１
１
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
の
日
バ
ー
ジ
ョ
ン
☆
ア
シ
カ・

ア
ザ
ラ
シ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ア
シ
カ
が
こ
い

の
ぼ
り
を
あ
げ
る
よ
！

日　

５
月
は
毎
日
（
休
館
日
は
除

く
。）

あ
ご
野
焼
き
を
作
ろ
う
！

　

島
根
名
物
、
あ
ご
（
ト
ビ
ウ
オ
）

で
あ
ご
野
焼
き
を
作
り
ま
す
。

日　
５
月
16
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～

※　

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

定　
30
人

申
込
締
切
日　
５
月
８
日
㈯

波
子
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
！

　
「
ゴ
ミ
（
５
３
）
ゼ
ロ
（
０
）
の
日
」

に
ち
な
み
、
ア
ク
ア
ス
前
の
波
子
海

岸
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
！
海
の
こ
と

を
勉
強
し
な
が
ら
、
海
岸
清
掃
。
そ

の
後
は
ア
ク
ア
ス
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

を
体
験
！

日　
５
月
30
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

申
込
締
切
日　
５
月
28
日
㈮

※　

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
、
参

加
費
と
し
て
入
館
料
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
申
込
み
が
必
要
な
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
往
復
は
が
き

に
参
加
希
望
イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加

モ
チ
ャ
を
作
っ
て
み
よ
う
♪

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
５
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

５
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
２
日
㈰　

都
治
神
楽
社
中

　
　

３
日
㈷　

周
布
青
少
年
保
存
会

　
　

４
日
㈷　

波
子
神
楽
社
中

　
　

５
日
㈷　

上
府
神
楽
社
中

　
　

９
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

　
　

16
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

　
　

23
日
㈰　

谷
住
郷
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
貼
り
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
で
の
観
覧
と
な
り
、

撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、シ

ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
飼
育
を
優

先
す
る
た
め
、当
面
の
間
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
休
止
し
ま
す
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

希
望
日
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
・
代
表
者
の
住
所
・
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

※　

申
込
締
切
日
の
記
載
が
な
い
場

合
は
、開
催
日
の
20
日
前
（
必
着
）

で
す
。
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

申　
ア
ク
ア
ス
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
係

　
【
〒
６
９
７-

０
０
０
４　

久
代

町
１
１
１
７-

２
】

海
の
生
き
物
教
室

海
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
探
し
て
み
よ

う
♪

　

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
と
い
う
道

具
を
使
っ
て
、
海
の
中
の
小
さ
な
生

き
物
を
捕
ま
え
て
、
顕
微
鏡
で
観
察

し
て
み
よ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
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平成23年５月31日までに
全世帯義務化

住宅用火災警報器の設置を!
マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,593 20,556 23,133 43,689
金 城 1,910 2,318 2,523 4,841

旭 1,408 1,539 1,664 3,203
弥 栄 724 743 823 1,566
三 隅 2,872 3,229 3,652 6,881
合 計 26,507 28,385 31,795 60,180

　石州半紙は、島根県西部・石見地方に伝承されてきた、半紙という規格の手漉
す

きの和紙を製作する技術である。石見では、10世紀初めには既に製紙が行われ、
江戸時代には石州で漉かれる半紙という規格の紙が、大坂商人たちの帳簿用紙と
して重用され、石州半紙が広まった。
　原料には地元産の楮

こうぞ

を用い、日本特有の「流し漉き」と呼ばれる製紙技法で、
楮の繊維から紙を作る。石州半紙の最大の特色は、日本の紙の中でも最も強靭な
紙質であり、それは、独特の原料処理方法に代表される、地元産の自然の素材を
活
い

かす伝統技法によって生み出される。
　「石州半紙」の技術は、昭和44年に国の重要無形文化財に指定され、平成21年
にはユネスコの無形文化遺産として、代表一覧表に記載された。石州半紙技術者
会がその保持団体として認定されており、現在、同会会員とその４軒の家族を中
心に伝統技術が伝承されている。

わがまち 再発見！

石
せき

 州
しゅう

 半
ばん

 紙
し

（国指定重要無形文化財・ユネスコ無形文化遺産）

人　口（３月末現在）

（単位：人）


